資料４






加須市男女共同参画に関する市民意識調査
報告書

　















令和８年７月
加須市



目　次
１　調査の概要	1
２　回答者の基本情報	1
３　男女共同参画に関する用語などについて	4
４　男女平等について	9
５　家庭での生活について	14
６　子育てや介護について	16
７　仕事に関することについて	20
８　地域活動などへの参加について	25
９　DVやセクシュアル・ハラスメントについて	27
10　女性が抱える困難な問題について	34
11　防災について	38
12　加須市の住み心地について	39
13　男女共同参画に関する加須市の取組などについて	43
14　調査結果のまとめと今後の方向性	47






[bookmark: _Toc231678693][bookmark: _Toc137300055]１　調査の概要
	調査対象
	令和７年８月１日時点で満18歳以上の市民2,000人
（男性1,000人、女性1,000人）

	抽出方法
	住民基本台帳に基づく無作為抽出

	調査方法
	郵送配布・郵送または電子による回収

	調査期間
	令和７年９月２日～26日

	回収状況
	回答者数869人、回収率43.5％



[bookmark: _Toc376870689][bookmark: _Toc475815910][bookmark: _Toc137300061][bookmark: _Toc231678694][bookmark: _Hlk137291433][image: ]２　回答者の基本情報
[bookmark: _Toc475815913][bookmark: _Toc137300062][bookmark: _Toc231311344][bookmark: _Toc231678695][bookmark: _Toc376870690][bookmark: _Toc475815911]（１）性別


　「男性」が43.2％、「女性」が55.2％です。






[bookmark: _Toc376870693][bookmark: _Toc475815914][bookmark: _Toc137300063][bookmark: _Toc231311345][bookmark: _Toc231678696][image: ]（２）年齢


[bookmark: _Toc475815916][bookmark: _Toc137300064]　「70歳以上」が33.6％で最も多く、「60～69歳」が21.6％、「50～59歳」が17.3％で続きます。回答者全体の半数以上が60歳以上となっています。





（３）職業
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　「無職」が28.1％で最も多く、「会社員・団体職員」が24.3％、「パート・アルバイト」が17.1％、「家事専業」が10.6％で続きます。
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[bookmark: _Toc376870694][bookmark: _Toc475815915][bookmark: _Toc137300065][bookmark: _Toc231311346][bookmark: _Toc231678697]（４）結婚の経験











　「結婚している（事実婚含む）」が68.5％で最も多く、「死別または離別している」が13.1％、「結婚していない」が17.6％となっています。


[bookmark: _Toc137300066]

[bookmark: _Toc231311347][bookmark: _Toc231678698][image: ]（５）自身及び配偶者・パートナーの就労状況













　結婚している人に対して、回答者自身と配偶者・パートナーの就労状況を尋ねたところ、「共働きしている」が47.4％を占めており、「ともに無職」が26.9％で続きます。
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[bookmark: _Toc231311348][bookmark: _Toc231678699]（６）世帯状況













　「２世代世帯（親と子ども）」が43.4％で最も多く、「夫婦（パートナー）のみの世帯」が34.4％で続きます。
[bookmark: _Toc376870691]

[bookmark: _Toc376870695][bookmark: _Toc475815917][bookmark: _Toc137300067][bookmark: _Toc231678700]３　男女共同参画に関する用語などについて
[bookmark: _Toc376870696][bookmark: _Toc475815918][bookmark: _Toc137300068][bookmark: _Toc231311350][bookmark: _Toc231678701][image: ]（１）男女共同参画に関する言葉の認知【問１】
“言葉の認知度”















　『ス）セクシュアル・ハラスメント』『セ）ＤＶ』では「内容も知っている」が６割強、『エ）ジェンダー』『ソ）デートＤＶ』『タ）配偶者からの暴力の防止及び被害者の保護に関する法律』『チ）育児・介護休業法』『ツ）男女雇用機会均等法』では“言葉の認知度”（「内容も知っている」「名前は知っている」の合計）が８割前後となっています。
一方、『オ）リプロダクティブ・ヘルス／ライツ』『ク）加須市男女共同参画週間記念講演会』『コ）加須市男女共同参画推進事業所表彰』では「全く知らない」が７割台です。
【男女別集計】ア）男女共同参画社会   


イ）男女共同参画社会基本法


ウ）女子差別撤廃条約


エ）ジェンダー（社会的・文化的性別）

オ）リプロダクティブ・ヘルス／ライツ


カ）加須市男女共同参画推進条例　


キ）加須市男女共同参画プラン


ク）加須市男女共同参画週間記念講演会


ケ）加須市男女共同参画セミナー


コ）加須市男女共同参画推進事業所表彰　　

サ）加須市男女共同参画情報紙「ぱれっと」
“言葉の認知度”


















“言葉の認知度”
シ）ワーク・ライフ・バランス（仕事と生活の調和）   
ス）セクシュアル・ハラスメント （性的いやがらせ）

セ）ＤＶ［ドメスティック・バイオレンス］　　　　

ソ）デートＤＶ（交際相手からの暴力）　　　　

タ）配偶者からの暴力の防止及び被害者の保護に関する法律

チ）育児・介護休業法　　

ツ）男女雇用機会均等法　　　　　

テ）女性の職業生活における活躍の推進に関する法律　　
ト）政治分野における男女共同参画の推進に関する法律　　

ナ）ＬＧＢＴＱ（性的少数者）　

ニ）困難な問題を抱える女性への支援に関する法律　　　































　男女別にみると、『ツ）男女雇用機会均等法』では男性の「内容も知っている」が女性を７ポイント上回っているのに対し、『ソ）デートＤＶ』では女性の「内容も知っている」が男性を８ポイント上回っています。“言葉の認知度”（「内容も知っている」「名前は知っている」の合計）については、『テ）女性の職業生活における活躍の推進に関する法律』『ト）政治分野における男女共同参画の推進に関する法律』『ナ）LGBTQ（性的少数者）』で男性の割合が女性を６ポイント以上上回っているのに対し、『ケ）加須市男女共同参画セミナー』『サ）加須市男女共同参画情報紙「ぱれっと」』では女性の割合が男性を13ポイント以上上回っています。
【前回調査（令和２年度）と今回調査（令和７年度）の比較】ア）男女共同参画社会   


イ）男女共同参画社会基本法


ウ）女子差別撤廃条約


エ）ジェンダー（社会的・文化的性別）

オ）リプロダクティブ・ヘルス／ライツ


カ）加須市男女共同参画推進条例　


キ）加須市男女共同参画プラン


ク）加須市男女共同参画週間記念講演会


ケ）加須市男女共同参画セミナー


コ）加須市男女共同参画推進事業所表彰　　

“言葉の認知度”


























サ）加須市男女共同参画情報紙「ぱれっと」

シ）ワーク・ライフ・バランス
（仕事と生活の調和）   
ス）セクシュアル・ハラスメント
（性的いやがらせ）

セ）ＤＶ［ドメスティック・バイオレンス］　　　　

ソ）デートＤＶ（交際相手からの暴力）　　　　

タ）配偶者からの暴力の防止及び
被害者の保護に関する法律

チ）育児・介護休業法　　

ツ）男女雇用機会均等法　　　　　

テ）女性の職業生活における活躍の推進に関する法律　　

ト）政治分野における男女共同参画の推進に関する法律　　

ナ）ＬＧＢＴＱ（性的少数者）
“言葉の認知度”

































前回調査（令和２年度）結果と比較すると、前回調査から今回調査にかけて、『エ）ジェンダー』の“言葉の認知度”（「内容も知っている」「名前は知っている」の合計）が16ポイント増加しています。また、『ケ）加須市男女共同参画セミナー』『コ）加須市男女共同参画推進事業所表彰』『サ）加須市男女共同参画情報紙「ぱれっと」』といった市の男女共同参画に関する取組についても、“言葉の認知度”がいずれも５ポイント以上増加しています。

2
[bookmark: _Toc231678702]４　男女平等について
[bookmark: _Toc231311352][bookmark: _Toc231678703]（１）男女の地位の平等感【問２】
[image: ]
“女性優遇”
“男性優遇”





















『イ）教育のなか』では「平等になっている」が61.2％となっていますが、これ以外の分野ではいずれも“男性優遇”（「男性が優遇されている」「やや男性が優遇されている」の合計）が「平等になっている」を上回っています。特に『エ）政治の場』『カ）社会通念や風潮』では“男性優遇”が６割以上を占めており、「平等になっている」との差が40ポイントを超えています。
『ク）社会全体』についても、“男性優遇”が65.4％となっており、多くの回答者が現在の社会が男女平等とは言えず、男性優遇の状態にあると考えていることがわかります。




【男女別集計】ア）家庭のなかでは    
 

イ）教育のなかでは　


ウ）職場のなかでは    　


エ）政治の場では　　　　　　


オ）地域活動の場では


カ）社会通念や風潮では


キ）法律や制度の上では  　　　　


ク）社会全体では
“男性優遇”
“女性優遇”
































男女別にみると、『イ）教育のなか』を除く各分野とも、女性回答者の“男性優遇”（「男性が優遇されている」「やや男性が優遇されている」の合計）の割合が「平等」の割合を上回っています。一方、『ア）家庭のなか』『キ）法律や制度の上』では男性回答者の「平等」の割合が“男性優遇”を上回っており、男女間で認識に違いが生じている分野があることがわかります。また、各分野とも女性回答者の“男性優遇”の割合は男性回答者の“男性優遇”の割合を上回っており、その差は『ア）家庭のなか』『オ）地域活動のなか』『キ）法律や制度の上』『ク）社会全体』で10ポイント以上となっています。

【前回調査（令和２年度）と今回調査（令和７年度）の比較】ア）家庭のなかでは    
 

イ）教育のなかでは　


ウ）職場のなかでは    　


エ）政治の場では　　　　　　


オ）地域活動の場では


カ）社会通念や風潮では


キ）法律や制度の上では  　　　　


ク）社会全体では
“男性優遇”
“女性優遇”
































前回調査と今回調査で回答に大きな傾向の違いはありません。
多くの分野では、今回調査の「平等になっている」の割合が前回調査をやや下回っていますが、『ウ）職場のなか』『カ）社会通念や風潮』では今回調査の「平等になっている」の割合が前回調査をやや上回っています。

【全国調査との比較】ア）家庭のなかでは    
 

イ）教育のなかでは　


ウ）職場のなかでは    　


エ）政治の場では　　　　　　


オ）地域活動の場では


カ）社会通念や風潮では


キ）法律や制度の上では  　　　　


ク）社会全体では
“男性優遇”
“女性優遇”































※本市の調査と全国調査では一部の選択肢の表現が異なるほか、全国調査では選択肢「わからない」なし。

内閣府が令和６年９月に実施した「男女共同参画社会に関する世論調査」と比較すると、『ア）家庭のなか』『エ）政治の場』『カ）社会通念や風潮』では本市調査の「平等になっている」の割合が全国調査を上回っており、その差は『ア）家庭のなか』で７ポイントとなっています。


[bookmark: _Toc231311353][bookmark: _Toc231678704][image: ]（２）「男は仕事、女は家庭」という考え方について【問３】











「そう思う」が4.8％であるのに対し、固定的性別役割分担意識を否定的にとらえる「そう思わない」の回答が61.9％と多数を占めています。
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●全国調査結果













内閣府が令和６年９月に実施した「男女共同参画社会に関する世論調査」では、「夫は外で働き、妻は家庭を守るべきである」という考え方について、肯定的な回答が33.1％、否定的な回答が64.8％となっています。


[bookmark: _Toc231678705]５　家庭での生活について
[bookmark: _Toc231311355][bookmark: _Toc231678706][image: ]（１）家庭生活における中心【問４】























『ア）掃除』『イ）洗濯』『ウ）食事のしたく』『エ）食事の後片付け』『シ）家計の管理』では、「女性が中心」が半数以上となっており、「男性が中心」や「男女とも同程度」を大幅に上回っています。一方、『キ）町内会や自治会のこと』『サ）生活費の確保』では、「男性が中心」がほぼ４割から５割弱であり、「女性が中心」を上回っています。
『ク）子どもの世話やしつけ』『ケ）乳幼児の世話』『コ）高齢者や病人の介護』では、「対象者がいない」が３割以上となっていますが、対象者がいる家庭においては、「女性が中心」という回答が多くなっています。家庭における家事や育児、介護の多くを主に女性が担っている実態があることがわかります。




【男女別集計】ア）掃除    
 
イ）洗濯    

ウ）食事のしたく　

エ）食事の後片付け　　　　　　

オ）食料品や日用品の買物

カ）ゴミ出し　

キ）町内会や自治会のこと　　

ク）子どもの世話やしつけ

ケ）乳幼児の世話　　

コ）高齢者や病人の介護　

サ）生活費の確保　

シ）家計の管理





























　男女別にみると、全ての項目について女性回答者の「女性が中心」の割合が男性回答者の「女性が中心」の割合を上回っており、『ア）掃除』『エ）食事の後片付け』『オ）食料品や日用品の買物』『ク）子どもの世話やしつけ』『コ）高齢者や病人の介護』ではその差が20ポイント前後となっています。『オ）食料品や日用品の買物』は男性回答者で「男女とも同程度」が「女性が中心」を上回っているのに対し、女性回答者では「女性が中心」が「男女とも同程度」を上回っており、男女で認識の違いが生じていることがわかります。また、『カ）ゴミ出し』は男性回答者で「男性が中心」が「女性が中心」を上回っているのに対し、女性回答者では「女性が中心」が「男性が中心」を上回っており、これについても男女で認識の違いが生じていることがわかります。

[bookmark: _Toc231678707]６　子育てや介護について
[bookmark: _Toc231311357][bookmark: _Toc231678708][image: ]（１）子育ての中心【問５】











※この設問は、いずれかの選択肢を選んだ回答者のみを集計している。

「母親」が86.1％で多数を占めており、「父親」が4.7％となっています。
男女別にみると、女性の回答において「母親」は89.5％であり、男性を８ポイント上回っています。


[bookmark: _Toc231311358][bookmark: _Toc231678709][image: ]（２）女性が子育てを担うことについての認識【問６】











「現実にはやむをえないと思う」が63.5％で多数を占めており、「おかしいと思う」が13.9％となっています。
前回調査と比較すると、前回調査から今回調査にかけて「現実にはやむをえないと思う」が12ポイント減少しています。

[bookmark: _Toc231311359][bookmark: _Toc231678710][image: ]（３）家族の介護の経験【問７】











「自分が中心となって介護したことがある（している）」が13.9％、「自分が補助的に介護したことがある（している）」が18.4％、「介護施設等を利用して介護したことがある（している）」が12.3％であり、全体の４割強の回答者が家族の介護に携わったことがあることがわかります。「介護したことはない」は51.0％です。
男女別にみると、女性の「自分が中心となって介護したことがある（している）」は20.0％で男性を14ポイント上回っているのに対し、男性の「介護したことはない」は58.7％で女性を13ポイント上回っています。
前回調査と比較すると、前回調査から今回調査にかけて「介護したことはない」が６ポイント減少しています。

[bookmark: _Toc231311360][bookmark: _Toc231678711][image: ]（４）女性が介護を担うことについての認識【問８】










「現実にはやむをえないと思う」が51.9％で最も多く、「おかしいと思う」が32.8％で続きます。男女別にみると、女性の「おかしいと思う」は36.5％であり、男性を８ポイント上回っています。
前回調査と比較すると、前回調査から今回調査にかけて「現実にはやむをえないと思う」が５ポイント減少しています。

[bookmark: _Toc231311361][bookmark: _Toc231678712]（５）男性が育児休業・介護休業を取得することについての意識【問９】
[image: ]●　育児休業











「積極的に取得した方がよい」が55.5％、「どちらかといえば取得した方がよい」が28.8％であり、回答者全体で84.3％が男性の育児休業取得を肯定的にとらえていることがわかります。
前回調査と比較すると、前回調査から今回調査にかけて「積極的に取得した方がよい」が10ポイント増加し、「どちらかといえば取得した方がよい」が７ポイント減少しています。

[image: ]●　介護休業











「積極的に取得した方がよい」が57.4％、「どちらかといえば取得した方がよい」が28.8％であり、回答者全体で86.2％が男性の介護休業取得を肯定的にとらえていることがわかります。
男女別にみると、「積極的に取得した方がよい」の割合は女性が男性をやや上回っているのに対し、「どちらかといえば取得した方がよい」の割合は男性が女性を５ポイント上回っています。
前回調査と比較すると、前回調査から今回調査にかけて「積極的に取得した方がよい」が９ポイント増加し、「どちらかといえば取得した方がよい」が６ポイント減少しています。
[bookmark: _Toc231311362][bookmark: _Toc231678713]（６）男性の育児休業・介護休業取得を全面的に肯定しない理由【問10】
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男性が積極的に育児休業及び介護休業を取得した方がよいとは考えていない人に対して、その理由を尋ねたところ、「制度を利用すると仕事上、周囲の人に迷惑がかかるから」が26.3％で最も多く、「職場に制度を活用しやすい雰囲気がないから」が23.9％、「男性が活用することについて社会全体の認識が十分にならないから」が20.2％で続きます。

[bookmark: _Toc231678714]７　仕事に関することについて
[bookmark: _Toc231311364][bookmark: _Toc231678715][image: ]（１）就業の有無【問11】











「働いている」が58.2％、「かつて働いていたが、今は働いていない」が39.6％となっています。
男女別にみると、男性の「働いている」の割合は61.9％で女性を６ポイント上回っているのに対し、女性の「かつて働いていたが、今は働いていない」の割合は42.3％であり、男性を５ポイント上回っています。



[bookmark: _Toc231311365][bookmark: _Toc231678716]（２）職場での仕事内容や待遇【問12】
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現在働いている人に対して、職場での仕事内容や待遇を尋ねたところ、「育児休業制度がある」が40.3％で最も多く、「再雇用制度がある」が34.0％、「資格取得支援がある」が27.5％で続きます。
男女別にみると、「管理職への積極的な登用がある」の割合は、男性が女性を15ポイント上回るとともに、「資格取得支援がある」「再雇用制度がある」の割合は、男性が女性を10ポイント前後上回っています。
前回調査と比較すると、前回調査から今回調査にかけて「育児休業制度がある」「介護休業制度がある」がそれぞれ５ポイント増加しています。


【職業別集計】
回答者の職業別にみると、会社員・団体職員では「育児休業制度がある」が62.9％、「再雇用制度がある」「資格取得支援がある」が５割弱となっていますが、パート・アルバイトではいずれも低い割合となっています。
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[bookmark: _Toc231311366][bookmark: _Toc231678717][image: ]（３）女性の望ましい働き方【問13】












　「結婚しても子どもができても、職業を持ち続けた方がよい」が55.6％で最も多く、次に「子どもができたらやめるが、子どもが成長したら再び職業についた方がよい」が24.3％で続きます。多くの市民が女性の働き方として、結婚や出産しても就労を継続するという考えを支持していることがわかります。
男女別にみると、男性の「子どもができたらやめるが、子どもが成長したら再び職業についた方がよい」の割合は女性を７ポイント上回っているのに対し、女性の「結婚しても子どもができても、職業を持ち続けた方がよい」の割合は男性を８ポイント上回っています。
前回調査と比較すると、「結婚しても子どもができても、職業を持ち続けた方がよい」が10ポイント増加する一方で、「子どもができたらやめるが、子どもが成長したら再び職業についた方がよい」が６ポイント減少しており、この２つの選択肢の割合の差が拡大しています。

[image: ]【年代別集計】


















年代別にみると、29歳以下から60～69歳にかけて、「結婚しても子どもができても、職業を持ち続けた方がよい」が６割前後を占めているのに対して、70歳以上では43.5％にとどまっています。一方、「子どもができたらやめるが、子どもが成長したら再び職業についた方がよい」の割合は年代とともに増加しており、60～69歳と70歳以上で３割前後となっています。




[bookmark: _Toc231311367][bookmark: _Toc231678718]（４）女性が働きやすい環境づくりのために必要なこと【問14】
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「保育所・学童保育などの育児環境の充実を図る」（46.1％）、「男性も家事や地域活動などを分担する」（45.3％）がともに多く、「出産・育児などに際して、仕事を辞めずに働き続けることへの社会的理解を深める」が32.0％で続きます。
男女別にみると、女性の「ホームヘルパーや福祉施設などを充実させ、家族の介護負担を軽減する」「男性も家事や地域活動などを分担する」は男性を10ポイント前後上回っています。一方で、男性の「セクシュアル・ハラスメント（性的いやがらせ）のない職場づくりを進める」は女性を５ポイント上回っています。
[bookmark: _Toc231678719]８　地域活動などへの参加について
[bookmark: _Toc231311369][bookmark: _Toc231678720]（１）参加している活動【問15】
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「自治会、町内会などの活動」が32.2％で最も多く、「趣味・学習のための活動」が16.0％、「スポーツ活動」が10.9％で続きます。「特に何もしていない」は44.8％です。
男女別にみると、男性の「自治会、町内会などの活動」は35.2％で女性を５ポイント上回っているのに対し、女性の「趣味・学習のための活動」「PTAの役員や子ども会などの活動」は男性を５ポイント以上上回っています。

[bookmark: _Toc231311370][bookmark: _Toc231678721]（２）政策決定の場への女性の参画促進に必要なこと【問16】
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「男性中心の社会通念や慣習をなくす」が51.0％で最も多く、「女性の割合を決めるなど、計画的に女性の参画を実行する」が27.2％、「女性自身がもっと積極的に活動する」が20.5％で続きます。
男女別にみると、男性の「女性の割合を決めるなど、計画的に女性の参画を実行する」は30.7％で女性を６ポイント上回っているのに対し、女性の「女性自身がもっと積極的に活動する」は男性を５ポイント上回っています。


[bookmark: _Toc231678722]９　DVやセクシュアル・ハラスメントについて
[bookmark: _Toc231311372][bookmark: _Toc231678723]（１）ＤＶの認識、被害経験【問17】
●　ＤＶの認識（各行為がＤＶとなることを知っているか）ア）殴る、蹴るなどの暴力


イ）何を言っても無視する


ウ）「誰のおかげで生活できるんだ」などと大声でどなる

エ）交友関係や電話、郵便物等を細かく監視する　　　

オ）望まない性的な行為を強要する

カ）子どもを取り上げたり、子どもへの暴力をほのめかす

キ）仕事を無理やりやめさせる　　　　　　　　　　　　

【前回調査（令和２年度）と今回調査（令和７年度）の比較】

























ア）～キ）の各行為とも、「知っている」が６割以上を占めており、『ア）殴る、蹴るなどの暴力』では「知っている」が82.5％で特に多くなっています。
前回調査と比較すると、『イ）何を言っても無視する』『エ）交友関係や電話、郵便物等を細かく監視する』『キ）仕事を無理やりやめさせる』の「知っている」の割合が増加しており、特に『エ）交友関係や電話、郵便物等を細かく監視する』では「知っている」が５ポイント増加し、「知らない」が６ポイント減少しています。一方で、『ウ）「誰のおかげで生活できるんだ」などと大声でどなる』『カ）子どもを取り上げたり、子どもへの暴力をほのめかす』では「知っている」の割合がわずかに減少しています。

●　ＤＶの被害経験
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全体では、「「誰のおかげで生活できるんだ」などと大声でどなる」「殴る、蹴るなどの暴力」「何を言っても無視する」「望まない性的な行為を強要する」が多くなっています。
男女別では、女性の回答は「「誰のおかげで生活できるんだ」などと大声でどなる」「望まない性的な行為を強要する」「殴る、蹴るなどの暴力」の順に多くなっています。また、男性についても、女性と比べると少数ながらＤＶの被害を受けた人がいることがわかります。





[bookmark: _Toc231311373][bookmark: _Toc231678724]（２）セクシュアル・ハラスメントの認識、被害経験【問18】
●　セクシュアル・ハラスメントの認識（各行為をセクシュアル・ハラスメントだと思うか）ア）いやがっているのに性に関する話をする

イ）異性の体に触れる

ウ）宴会でのお酌やデュエットを強要する
エ）上司が地位を利用して性的誘いをする

オ）結婚予定・出産予定をたびたび聞く
カ）ヌード写真や水着のポスター等を見えるところに貼る
キ）職場の女性を「女の子」「おばさん」、男性を「男の子」「おじさん」と呼ぶ　
ク）容姿について不快なことをいう





























キ）を除く各行為とも、「そう思う」が６割以上を占めており、『エ）上司が地位を利用して性的誘いをする』では「そう思う」が９割弱となっています。『キ）職場の女性を「女の子」「おばさん」、男性を「男の子」「おじさん」と呼ぶ』では「そう思う」が57.2％にとどまっており、「思わない」が29.9％です。
前回調査と比較すると、前回調査から今回調査にかけて、『キ）職場の女性を「女の子」「おばさん」、男性を「男の子」「おじさん」と呼ぶ』の「思わない」が６ポイント減少しています。


【男女別集計】ア）いやがっているのに性に関する話をする

イ）異性の体に触れる

ウ）宴会でのお酌やデュエットを強要する
エ）上司が地位を利用して性的誘いをする

オ）結婚予定・出産予定をたびたび聞く
カ）ヌード写真や水着のポスター等を見えるところに貼る
キ）職場の女性を「女の子」「おばさん」、男性を「男の子」「おじさん」と呼ぶ　
ク）容姿について不快なことをいう



























男女別にみると、全ての行為について男性の「そう思う」の割合が女性の割合を上回っており、『宴会でのお酌やデュエットを強要する』ではその差が11ポイント、『結婚予定・出産予定をたびたび聞く』では８ポイントとなっています。このほか、『キ）職場の女性を「女の子」「おばさん」、男性を「男の子」「おじさん」と呼ぶ』では、女性の「そう思う」が55.0％であり、他の行為の割合を10ポイント以上下回っています。


●　セクシュアル・ハラスメントの被害経験
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全体では、「異性の体に触れる」「容姿について不快なことをいう」が多くなっています。
男女別にみると、女性については「異性の体に触れる」が10.2％、「容姿について不快なことをいう」が9.4％、「宴会でのお酌やデュエットを強要する」が8.8％、「職場の女性を「女の子」「おばさん」、男性を「男の子」「おじさん」と呼ぶ」が7.3％と多くなっており、各行為とも女性の割合が男性の割合を上回っています。




[bookmark: _Toc231311374][bookmark: _Toc231678725][image: ]（３）ＤＶやセクシュアル・ハラスメントの相談先【問19】










　「家族・親せき」が31.6％で最も多く、「公的な相談機関（市役所の相談窓口、女性相談窓口、配偶者暴力相談支援センター等）」が23.9％で続きます。
男女別にみると、男性の「公的な相談機関（市役所の相談窓口、女性相談窓口、配偶者暴力相談支援センター等）」や「警察」の割合は女性を６ポイント以上上回っているのに対し、女性の「家族・親せき」や「友人・知人」の割合は男性を８ポイント以上上回っています。

[image: ]【年代別集計】
















年代別にみると、「家族・親せき」は29歳以下で60.7％、30～39歳で50.0％であるものの、60～69歳にかけて年代とともに割合が減少しています。一方、「公的な相談機関（市役所の相談窓口、女性相談窓口、配偶者暴力相談支援センター等）」はおおむね年代が高いほど割合が多くなっており、60～69歳と70歳以上では３割前後となっています。
[bookmark: _Toc231311375][bookmark: _Toc231678726]（４）実際に被害を相談した機関【問20】
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※この設問では、無回答の表記を割愛している。


実際にＤＶやセクシュアル・ハラスメントの被害を相談した人の相談先としては、「家族・親せき」が回答者全体の3.7％、「友人・知人」が回答者全体の3.2％となっています。



[bookmark: _Toc231678727][bookmark: _Hlk198557942]10　女性が抱える困難な問題について
[bookmark: _Toc231311377][bookmark: _Toc231678728]（１）女性が抱える困難な問題であると思うこと【問21】
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「暴力（ＤＶ）」が65.4％で最も多く、「経済的・精神的問題」が58.6％、「養育困難」が46.8％で続きます。
男女別にみると、男性の「男女関係」は28.3％で女性を６ポイント上回っているのに対し、女性の「暴力（ＤＶ）」「経済的・精神的問題」「病気・妊娠など」「離婚問題」「住居問題」は男性を５ポイント以上上回っています。
[image: ]【年代別集計】

















年代別にみると、各年代を通して「暴力（ＤＶ）」「経済的・精神的問題」「養育困難」の割合が多くなっており、60～69歳では「暴力（ＤＶ）」が78.7％、50～59歳では「経済的・精神的問題」が70.0％、30～39歳では「養育困難」が62.2％で他の年代に比べて特に多くなっています。このほか、29歳以下では「病気・妊娠など」が60.7％、29歳以下と30～39歳では「男女関係」が４割弱であり、他の年代に比べて多くなっています。




[bookmark: _Toc231311378][bookmark: _Toc231678729]（２）困難な問題を抱える女性に重点的に支援すべきこと【問22】
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「相談支援の充実」が43.3％で最も多く、「自立支援の充実」が34.4％、「居場所の提供」が30.1％で続きます。
男女別にみると、男性の「女性の人権を尊重する市民意識の醸成」は26.9％で女性を９ポイント上回っているのに対し、女性の「居場所の提供」「日常生活回復支援の充実」は男性を６ポイント以上上回っています。

[image: ]【年代別集計】



















年代別にみると、29歳以下では「女性の人権を尊重する市民意識の醸成」が35.7％、30～39歳では「一時保護の充実」が32.4％、50～59歳では「同伴児童などへの支援の充実」が25.3％、40～49歳と60～69歳では「自立支援の充実」が４割前後であり、他の年代に比べて多くなっています。また、各年代とも「相談支援の充実」が３割以上であり、各年代に共通して相談支援の充実が求められていることがわかります。






[bookmark: _Toc231678730]11　防災について
[bookmark: _Toc231311380][bookmark: _Toc231678731]（１）防災・災害復興対応で性別に配慮して取り組む必要があること【問23】
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「避難所の設備（トイレ、更衣室、洗濯物干し場、防犯対策等）面での配慮）」が85.2％で最も多く、「避難所における乳幼児、高齢者、障がい者、病人、女性（女性用品等）に対する備えやニーズの把握、支給する際の配慮」が69.2％で続きます。
男女別にみると、男性の「避難所における救援医療体制（診察、治療体制、妊産婦をサポートする保健師・助産師の配慮）」は女性を７ポイント上回っているのに対し、女性の「避難所における乳幼児、高齢者、障がい者、病人、女性（女性用品等）に対する備えやニーズの把握、支給する際の配慮」は男性を５ポイント上回っています。
前回調査と比較すると、前回調査から今回調査にかけて「避難所運営の責任者に女性が配置され、被災者対応に女性の視点が入ること」が５ポイント増加しています。


[bookmark: _Toc231678732]12　加須市の住み心地について
[bookmark: _Toc231311382][bookmark: _Toc231678733][image: ]（１）加須市の住みやすさ【問24】











全体で「住みやすい」が25.7％、「どちらかといえば住みやすい」が49.1％であり、回答者全体のほぼ４人に３人が加須市の住み心地を肯定的にとらえていることがわかります。

[image: ]【年代別集計】
















年代別にみると、29歳以下では「住みやすい」が35.7％で回答者全体の割合を10ポイント上回っている一方で、「どちらかといえば住みにくい」「住みにくい」の合計が21.5％で全世代の中で最も多くなっており、回答者全体の割合を９ポイント上回っています。

[bookmark: _Toc231311383][bookmark: _Toc231678734][image: ]（２）居住意向【問25】











「住み続けたい」が35.8％、「どちらかといえば住み続けたい」が37.4％であり、回答者全体のほぼ４人に３人が今後も加須市への居住意向を持っていることがわかります。

[image: ]【年代別集計】

















年代別にみると、30歳以上の各年代で「住み続けたい」「どちらかといえば住み続けたい」の合計が７割台であるのに対して、29歳以下では46.4％にとどまっています。また、29歳以下では「いったんは市外に出て住んでも、戻って住み続けたい」が12.5％であり、回答者全体の割合を11ポイント上回っています。

[bookmark: _Toc231311384][bookmark: _Toc231678735]（３）まちの将来像【問26】
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「高齢者にやさしいまち」が62.5％で最も多く、「子育てがしやすいまち」が51.4％、「防災意識や、設備に優れるまち」が43.2％で続きます。
男女別にみると、男性の「地域活動がさかんなまち」は女性を６ポイント上回っているのに対し、女性の「高齢者にやさしいまち」「女性の意見が市政に積極的に反映されるまち」は男性を５ポイント以上上回っています。
前回調査と比較すると、前回調査から今回調査にかけて「地域活動がさかんなまち」が６ポイント増加しています。



[image: ]【年代別集計】

















年代別にみると、30～39歳では「子育てがしやすいまち」が77.0％、60～69歳と70歳以上では「高齢者にやさしいまち」が７割強から８割強で他の年代の割合を上回っています。このほか、「ワーク・ライフ・バランスを重んじるまち」は年代が低いほど割合が多くなっており、29歳以下では39.3％となっています。

[bookmark: _Toc231678736]13　男女共同参画に関する加須市の取組などについて
[bookmark: _Toc231311386][bookmark: _Toc231678737][image: ]（１）市政への女性の意見の反映状況【問27】
“反映されている”
“反映されていない”











“反映されている”（「十分反映されている」「ある程度反映されている」の合計）が25.9％、“反映されていない”（「あまり反映されていない」「ほとんど反映されていない」の合計）が22.5％となっています。「わからない」は47.2％です。
男女別にみると、男性では“反映されている”が“反映されていない”を８ポイント上回っているのに対し、女性では両者の割合がいずれも23.1％で並んでいます。
前回調査と比較すると、前回調査では“反映されていない”が“反映されている”を上回っていたのに対し、今回調査では“反映されている”が“反映されていない”を上回っています。

【年代別集計】“反映されている”
“反映されていない”



　年代別にみると、29歳以下と30～39歳では“反映されていない”が“反映されている”を上回っているのに対し、40～49歳と70歳以上では“反映されている”が“反映されていない”を上回っています。60～69歳では“反映されている”“反映されていない”の割合が同じです。



[bookmark: _Toc231311387][bookmark: _Toc231678738][image: ]（２）効果的な周知方法【問28】











「「広報かぞ」への記事掲載」が53.6％で最も多く、「市SNS（Facebook・X（旧Twitter）・Instagram・YouTube・LINE）による発信」が25.8％で続きます。

[image: ]【年代別集計】


年代別にみると、「「広報かぞ」への記事掲載」は29歳以下で16.1％であるものの、年代が高いほど割合が多くなっており、70歳以上では68.2％となっています。一方、「市SNS（Facebook・X（旧Twitter）・Instagram・YouTube・LINE）による発信」は年代が低いほど割合が多くなっており、29歳以下では62.5％となっています。





[bookmark: _Toc231311388][bookmark: _Toc231678739]（３）男女共同参画社会のために市が力を入れること【問29】
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「高齢者等の介護・福祉サービスを充実する」が47.1％で最も多く、「女性が働きやすい労働環境の整備を働きかける」が46.1％、「男女平等についての情報提供や啓発活動を積極的に行う」が24.4％で続きます。
男女別にみると、男性の「男女共同参画セミナーなどで男女平等について学ぶ機会を更に充実する」「女性を政策立案・方針決定の場へ積極的に登用する」「地域活動などでの女性リーダーを養成する」は女性を５ポイント以上上回っているのに対し、女性の「高齢者等の介護・福祉サービスを充実する」「女性が働きやすい労働環境の整備を働きかける」は男性を８ポイント以上上回っています。

[image: ]【年代別集計】
















年代別にみると、29歳以下と30～39歳では「母性保護などの健康対策を充実する」が２割強から２割台半ば、60～69歳と70歳以上では「高齢者等の介護・福祉サービスを充実する」が５割強から５割台半ばであり、いずれも他の年代の割合を上回っています。また、「女性が働きやすい労働環境の整備を働きかける」は全世代で多く、特に30～39歳と40～49歳で６割台と多くなっています。





[bookmark: _Toc231678740][bookmark: _Toc231311389]14　調査結果のまとめと今後の方向性
[bookmark: _Toc231311390][bookmark: _Toc231678741]１）男女共同参画意識、男女の地位の平等について
・近年、男女共同参画を取り巻く法整備等が進むものの、依然として多くの分野では男女の地位が平等とは言えず、男性優遇であるという意識が強くなっています。女性回答者では、男性が優遇されているという意識が特に強く表れているほか、家庭のなか、法律や制度の上といった分野では男女で認識の相違がみられます。男女平等の実現に向けて意識啓発をさらに強化するとともに、男女双方が互いを理解し合うための取組みが必要です。【問２】
・全体として男女共同参画に関する言葉が認知されつつあり、特に「ジェンダー」は言葉の内容まで理解がされています。その一方で、「リプロダクティブ・ヘルス／ライツ」「困難な問題を抱える女性への支援に関する法律」を知らない人が６割以上いるほか、市の男女共同参画に関する取組を全く知らないという人が多数を占めていることから、今後の周知啓発において、十分な説明を行うことが必要です。【問１】
・「男は仕事、女は家庭」といった固定的性別役割分担意識を否定的に捉える市民が多数を占めています。固定的性別役割分担意識が解消されつつある中で、今後は市民一人ひとりが男女平等を意識した行動を実践し、社会全体としての男女平等の実現を図ることが必要です。【問３】

[bookmark: _Toc231311394][bookmark: _Toc231678742]２）家庭生活、子育てや介護への男性の参画について
・掃除や洗濯、食事のしたく、家計の管理といった家庭での役割について、「女性が中心」といった回答が多数を占めており、「男女とも同程度」という回答は一部にとどまっています。一部の役割では、男女で認識の相違がみられる状況です。【問４】
・女性が子育てや介護の主な担い手となっていることについて、「現実にはやむを得ないと思う」という回答が多数を占めているものの、介護については女性回答者の４割弱が「おかしいと思う」としており、女性が担い手となっている現状への不満が表れています。【問６、８】
・男性が育児休業・介護休業を取得することについて、過半数の回答者が積極的な取得が望ましいと考えており、令和２年調査時の割合を上回っています【問９】。しかし、「周囲の人の迷惑」「職場の雰囲気」「社会全体の認識が不十分」といったことを理由として、休業の取得を全面的に肯定できないという考えも見られます【問10】。子育てや介護を女性のみが担うのではなく、可能な限り男女双方が協力して担うことを当然とする社会の実現のためには、働く男性が育児休業・介護休業を躊躇せずに取得できる職場環境の整備が重要です。そのため、行政による意識啓発を通した社会全体の意識の向上が必要です。

[bookmark: _Toc231311393][bookmark: _Toc231678743]３）女性の就労、職場における男女共同参画について
・女性の望ましい働き方として就労継続型（結婚しても子どもができても職業を持ち続ける）が６割弱を占めて多く、中断再就職型（子どもができたらやめ、成長したら再び職業につく）が２割強、これ以外の形態は少数となっています。令和２年調査時と比べ、中断再就職型が減少する一方で、就労継続型が増加しています。本市において就労継続型が支持される傾向が強まっていることがわかります。【問13】
・「女性の職業生活における活躍の推進に関する法律（女性活躍推進法）」の言葉の認知度は５割強、内容の理解度は１割弱にとどまっており、令和２年度調査時と大きな変化がみられません。市民が同法を十分理解しているとまでは言えない状況です。【問１】
・女性が働きやすい環境づくりのために必要なこととして、育児環境の充実、男性の家事・地域活動分担といった回答が多数を占めています。保育所や学童保育など公的な支援策とともに、男性の積極的な家事・地域活動への参画が求められます。【問14】

[bookmark: _Toc231311391][bookmark: _Toc231678744]４）政策決定の場への女性の参画について
・女性の意見が市政に反映されているという回答が３割弱、反映されていないという回答が２割強となっており、令和２年調査時よりも反映されているという意識が強くなっています。しかし、女性回答者に限ると「反映されている」「反映されていない」の割合は同率となっています。女性の意見が反映されているという認識が広まりつつあるものの、さらなる取組みを進めることが必要です。【問27】
・政策決定への女性の参画に必要なこととして、「男性中心の社会通念や慣習をなくす」といった回答が５割強、「計画的に女性の参画を実行する」「女性自身がもっと積極的に活動する」といった回答が２割台です。様々な組織において女性の参画に意識的に取り組むことが必要です。【問16】

[bookmark: _Toc231311392][bookmark: _Toc231678745]５）ワーク・ライフ・バランスについて
・「ワーク・ライフ・バランス（仕事と生活の調和）」の言葉の認知度は６割弱、内容の理解度は２割強であり、令和２年度調査時と大きな変化がみられません。【問１】
・参加している地域活動として、「自治会・町内会活動」や「趣味・学習のための活動」、「スポーツ活動」といった回答がみられるものの、「特に何もしていない」という回答が全体の４割台半ばを占めています。【問15】地域活動に参加できない背景として、仕事や家庭生活との両立が難しいという理由も考えられることから、ワーク・ライフ・バランスの理解を促し、生活の質を向上させるための意識啓発が必要です。

[bookmark: _Toc231678746][bookmark: _Toc231311396]６）ＤＶ、セクシュアル・ハラスメントについて
・選択肢として挙げた多くの行為について、「ＤＶ・セクシュアル・ハラスメントである」と認識されており、市民の間にＤＶやセクシュアル・ハラスメントが十分に理解されていることがわかります。【問17、18】
・ＤＶやセクシュアル・ハラスメントの被害の相談先として、特に、女性で「家族・親せき」や「友人・知人」といった身近な人を挙げる回答が多数であり、公的な相談機関を選択しているのは女性回答者全体の２割にとどまっています。年代別にみても、公的な相談機関を選択しているのは高年齢層が多く、30歳代以下の半数以上が家族・親せきを選択しています【問19】。実際の被害者の相談先についても、「家族・親せき」や「友人・知人」といった回答が多い状況です【問20】。ＤＶやセクシュアル・ハラスメント被害の根絶と被害者の保護等のため、相談の必要性と相談先のさらなる周知啓発が不可欠です。
・ＤＶの内容の理解度が６割強であるのに対し、デートＤＶは令和２年調査時から横ばいの４割台半ばにとどまっています。デートＤＶの認知度及び理解度の向上のための取組みが必要です【問１】。

[bookmark: _Toc231678747]７）女性が抱える困難な問題について
・女性が抱える困難な問題であると思うこととして、ＤＶが６割台半ば、経済的・精神的問題が６割弱、養育困難が５割弱となっており、いずれも女性回答者の割合が男性を上回っており、これらの問題が女性により強く意識されていることがわかります。【問21】
・困難な問題を抱える女性に重点的に支援すべきこととして、相談支援の充実が４割強、自立支援の充実が３割強、居場所の提供が３割となっています。様々な困難な問題を抱える女性に寄り添い、相談や居場所の提供、自立支援といった一連の支援の充実が期待されていることがわかります。【問22】

[bookmark: _Toc231311395][bookmark: _Toc231678748][bookmark: _Toc231311397][bookmark: _Hlk198910633]８）防災について
・防災・災害復興対応において、「避難所の設備面での配慮」「避難所における女性等への備えやニーズ把握・支給時の配慮」といった回答が多数を占めています。大規模な災害の発生に備えて、平常時からの準備が重要です。【問23】

[bookmark: _Toc231311398][bookmark: _Toc231678749]９）加須市における男女共同参画社会の実現に向けて
・加須市の住み心地を肯定的にとらえる回答、今後の居住意向を示す回答がいずれも７割強を占めており、多くの市民が良好な居住環境にあると認識していることがわかります。【問24、25】まちの将来像として、「高齢者にやさしいまち」「子育てがしやすいまち」を挙げる回答が半数以上となっています。【問26】
・男女共同参画の周知方法として、「広報かぞ」への記事掲載が有効という回答が過半数となっています。しかし、若年層を中心に市ＳＮＳによる発信が有効という意識が強いことから、今後の周知に当たっては情報の受け手の年代を意識して有効なツールを利用することが効果的と考えられます。【問28】
・男女共同参画社会の実現に向けて市が力を入れるべきこととして、「高齢者等の介護・福祉サービスの充実」「女性が働きやすい労働環境の整備」が５割弱、「情報提供や啓発」「女性の積極的登用」「学習機会の充実」が２割強となっています。30歳代・40歳代で女性の労働環境整備を、60歳代・70歳以上で介護・福祉サービスの充実を重視するなど、年代による意識の違いも見られることから、さまざまな取組を総合的に推進することが重要です。【問29】
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7.1

5.3

5.8

男性(n=375)

女性(n=480)

男性(n=375)

女性(n=480)

男性(n=375)

女性(n=480)

男性(n=375)

女性(n=480)

男性(n=375)

女性(n=480)

男性(n=375)

女性(n=480)

男性(n=375)

女性(n=480)

男性(n=375)

女性(n=480)

男性(n=375)

女性(n=480)

男性(n=375)

女性(n=480)

男性(n=375)

女性(n=480)

単位:％


image10.emf
内容も

知っている

23.7

22.1

61.9

59.6

62.4

63.3

40.3

48.5

30.4

35.0

34.7

37.5

45.3

38.3

10.4

9.4

7.2

4.2

29.1

30.0

3.7

4.8

名前は

知っている

32.3

35.2

25.6

25.2

26.9

22.5

32.8

28.3

46.7

43.5

45.3

41.7

39.2

40.2

45.3

39.6

35.5

27.5

39.5

31.5

26.1

30.2

全く知らない

39.2

34.6

8.5

10.2

6.9

9.2

22.9

17.3

19.2

16.0

16.0

15.4

11.5

15.6

40.3

45.0

53.1

62.1

27.5

32.7

65.9

59.8

無回答

4.8

8.1

4.0

5.0

3.7

5.0

4.0

5.8

3.7

5.4

4.0

5.4

4.0

5.8

4.0

6.0

4.3

6.3

4.0

5.8

4.3

5.2

男性(n=375)

女性(n=480)

男性(n=375)

女性(n=480)

男性(n=375)

女性(n=480)

男性(n=375)

女性(n=480)

男性(n=375)

女性(n=480)

男性(n=375)

女性(n=480)

男性(n=375)

女性(n=480)

男性(n=375)

女性(n=480)

男性(n=375)

女性(n=480)

男性(n=375)

女性(n=480)

男性(n=375)

女性(n=480)

単位:％


image11.emf
内容も

知っている

23.7

22.1

61.9

59.6

62.4

63.3

40.3

48.5

30.4

35.0

34.7

37.5

45.3

38.3

10.4

9.4

7.2

4.2

29.1

30.0

3.7

4.8

名前は

知っている

32.3

35.2

25.6

25.2

26.9

22.5

32.8

28.3

46.7

43.5

45.3

41.7

39.2

40.2

45.3

39.6

35.5

27.5

39.5

31.5

26.1

30.2

全く知らない

39.2

34.6

8.5

10.2

6.9

9.2

22.9

17.3

19.2

16.0

16.0

15.4

11.5

15.6

40.3

45.0

53.1

62.1

27.5

32.7

65.9

59.8

無回答

4.8

8.1

4.0

5.0

3.7

5.0

4.0

5.8

3.7

5.4

4.0

5.4

4.0

5.8

4.0

6.0

4.3

6.3

4.0

5.8

4.3

5.2

男性(n=375)

女性(n=480)

男性(n=375)

女性(n=480)

男性(n=375)

女性(n=480)

男性(n=375)

女性(n=480)

男性(n=375)

女性(n=480)

男性(n=375)

女性(n=480)

男性(n=375)

女性(n=480)

男性(n=375)

女性(n=480)

男性(n=375)

女性(n=480)

男性(n=375)

女性(n=480)

男性(n=375)

女性(n=480)

単位:％


image12.emf
内容も

知っている

11.6

15.3

6.4

7.8

7.7

8.4

35.8

26.8

3.5

3.6

3.0

2.5

2.8

2.9

2.3

1.5

3.8

2.5

2.1

1.1

名前は

知っている

52.1

45.2

36.2

33.0

36.2

40.8

43.7

36.5

19.3

16.6

28.7

27.8

28.1

26.8

17.0

15.4

32.6

27.8

18.2

13.9

全く知らない

32.2

37.8

52.2

56.2

50.4

47.4

14.7

33.5

72.2

76.3

62.8

66.7

63.3

67.6

75.0

80.1

57.9

67.4

73.5

81.6

無回答

4.0

1.7

5.1

3.0

5.6

3.3

5.8

3.2

5.1

3.5

5.5

3.0

5.9

2.7

5.6

3.0

5.8

2.4

6.2

3.3

今回調査全体(n=869)

前回調査全体(n=806)

今回調査全体(n=869)

前回調査全体(n=806)

今回調査全体(n=869)

前回調査全体(n=806)

今回調査全体(n=869)

前回調査全体(n=806)

今回調査全体(n=869)

前回調査全体(n=806)

今回調査全体(n=869)

前回調査全体(n=806)

今回調査全体(n=869)

前回調査全体(n=806)

今回調査全体(n=869)

前回調査全体(n=806)

今回調査全体(n=869)

前回調査全体(n=806)

今回調査全体(n=869)

前回調査全体(n=806)

単位:％


image13.emf
内容も

知っている

11.6

15.3

6.4

7.8

7.7

8.4

35.8

26.8

3.5

3.6

3.0

2.5

2.8

2.9

2.3

1.5

3.8

2.5

2.1

1.1

名前は

知っている

52.1

45.2

36.2

33.0

36.2

40.8

43.7

36.5

19.3

16.6

28.7

27.8

28.1

26.8

17.0

15.4

32.6

27.8

18.2

13.9

全く知らない

32.2

37.8

52.2

56.2

50.4

47.4

14.7

33.5

72.2

76.3

62.8

66.7

63.3

67.6

75.0

80.1

57.9

67.4

73.5

81.6

無回答

4.0

1.7

5.1

3.0

5.6

3.3

5.8

3.2

5.1

3.5

5.5

3.0

5.9

2.7

5.6

3.0

5.8

2.4

6.2

3.3

今回調査全体(n=869)

前回調査全体(n=806)

今回調査全体(n=869)

前回調査全体(n=806)

今回調査全体(n=869)

前回調査全体(n=806)

今回調査全体(n=869)

前回調査全体(n=806)

今回調査全体(n=869)

前回調査全体(n=806)

今回調査全体(n=869)

前回調査全体(n=806)

今回調査全体(n=869)

前回調査全体(n=806)

今回調査全体(n=869)

前回調査全体(n=806)

今回調査全体(n=869)

前回調査全体(n=806)

今回調査全体(n=869)

前回調査全体(n=806)

単位:％


image14.emf
内容も

知っている

10.5

7.1

22.6

21.6

60.4

66.0

62.7

68.4

45.0

45.0

32.9

29.4

36.1

33.5

40.9

39.1

9.7

10.3

5.4

5.2

29.2

32.9

名前は

知っている

41.7

35.1

33.7

33.4

25.4

23.3

24.5

21.7

30.1

29.3

44.4

49.5

43.2

47.1

39.9

44.3

42.0

42.2

30.8

31.5

34.9

33.1

全く知らない

42.2

54.1

37.1

41.1

9.6

8.2

8.3

7.7

19.8

23.1

18.0

18.7

15.9

16.9

14.2

13.9

43.2

44.8

58.3

60.4

30.8

31.3

無回答

5.6

3.7

6.7

4.0

4.6

2.5

4.5

2.2

5.1

2.6

4.7

2.4

4.8

2.5

5.1

2.7

5.2

2.7

5.4

2.9

5.1

2.7

今回調査全体(n=869)

前回調査全体(n=806)

今回調査全体(n=869)

前回調査全体(n=806)

今回調査全体(n=869)

前回調査全体(n=806)

今回調査全体(n=869)

前回調査全体(n=806)

今回調査全体(n=869)

前回調査全体(n=806)

今回調査全体(n=869)

前回調査全体(n=806)

今回調査全体(n=869)

前回調査全体(n=806)

今回調査全体(n=869)

前回調査全体(n=806)

今回調査全体(n=869)

前回調査全体(n=806)

今回調査全体(n=869)

前回調査全体(n=806)

今回調査全体(n=869)

前回調査全体(n=806)

単位:％


image15.emf
内容も

知っている

10.5

7.1

22.6

21.6

60.4

66.0

62.7

68.4

45.0

45.0

32.9

29.4

36.1

33.5

40.9

39.1

9.7

10.3

5.4

5.2

29.2

32.9

名前は

知っている

41.7

35.1

33.7

33.4

25.4

23.3

24.5

21.7

30.1

29.3

44.4

49.5

43.2

47.1

39.9

44.3

42.0

42.2

30.8

31.5

34.9

33.1

全く知らない

42.2

54.1

37.1

41.1

9.6

8.2

8.3

7.7

19.8

23.1

18.0

18.7

15.9

16.9

14.2

13.9

43.2

44.8

58.3

60.4

30.8

31.3

無回答

5.6

3.7

6.7

4.0

4.6

2.5

4.5

2.2

5.1

2.6

4.7

2.4

4.8

2.5

5.1

2.7

5.2

2.7

5.4

2.9

5.1

2.7

今回調査全体(n=869)

前回調査全体(n=806)

今回調査全体(n=869)

前回調査全体(n=806)

今回調査全体(n=869)

前回調査全体(n=806)

今回調査全体(n=869)

前回調査全体(n=806)

今回調査全体(n=869)

前回調査全体(n=806)

今回調査全体(n=869)

前回調査全体(n=806)

今回調査全体(n=869)

前回調査全体(n=806)

今回調査全体(n=869)

前回調査全体(n=806)

今回調査全体(n=869)

前回調査全体(n=806)

今回調査全体(n=869)

前回調査全体(n=806)

今回調査全体(n=869)

前回調査全体(n=806)

単位:％


image16.emf
男性が優遇

されている

10.1

3.6

13.1

37.6

11.3

16.6

10.0

14.2

やや男性が

優遇されている

36.7

15.9

42.1

37.3

38.2

46.3

35.0

51.2

平等に

なっている

37.4

61.2

24.9

9.7

27.5

18.6

31.8

15.4

やや女性が

優遇されている

4.5

2.9

3.7

0.9

2.5

2.4

3.3

3.1

女性が優遇

されている

2.0

0.9

1.2

0.2

0.7

1.6

1.8

1.8

わから

ない

7.5

12.8

11.4

11.3

16.6

10.9

15.0

11.7

無回答

1.8

2.8

3.7

3.0

3.2

3.6

3.1

2.5

ア）家庭のなかでは

イ）教育のなかでは

ウ）職場のなかでは

エ）政治の場では

オ）地域活動の場では

カ）社会通念や風潮では

キ）法律や制度の上では

ク）社会全体では

n=869

単位:％


image17.emf
男性が優遇

されている

4.3

14.8

1.9

5.0

8.8

16.5

27.5

45.6

6.1

15.0

10.9

21.0

4.0

14.6

8.3

18.5

やや男性が

優遇されている

33.9

39.0

13.1

18.1

41.9

42.5

43.2

32.9

37.1

39.6

48.0

44.8

33.3

36.3

50.9

51.5

平等に

なっている

44.8

31.9

68.5

56.0

27.5

22.9

16.0

5.0

35.7

21.7

25.3

14.0

42.7

23.8

24.0

9.0

やや女性が

優遇されている

6.4

3.1

3.5

2.5

5.6

2.3

1.6

0.4

3.5

1.9

3.5

1.5

5.1

2.1

4.8

1.9

女性が優遇

されている

2.7

1.3

1.1

0.6

1.3

0.8

0.0

0.2

1.1

0.2

3.2

0.2

3.5

0.4

3.5

0.4

わから

ない

6.7

7.9

8.8

15.4

10.7

11.9

8.8

12.9

13.3

18.5

5.6

15.0

8.0

20.2

6.4

16.0

無回答

1.3

2.1

3.2

2.3

4.3

3.1

2.9

2.9

3.2

3.1

3.5

3.5

3.5

2.7

2.1

2.7

男性(n=375)

女性(n=480)

男性(n=375)

女性(n=480)

男性(n=375)

女性(n=480)

男性(n=375)

女性(n=480)

男性(n=375)

女性(n=480)

男性(n=375)

女性(n=480)

男性(n=375)

女性(n=480)

男性(n=375)

女性(n=480)

単位:％


image18.emf
男性が優遇

されている

4.3

14.8

1.9

5.0

8.8

16.5

27.5

45.6

6.1

15.0

10.9

21.0

4.0

14.6

8.3

18.5

やや男性が

優遇されている

33.9

39.0

13.1

18.1

41.9

42.5

43.2

32.9

37.1

39.6

48.0

44.8

33.3

36.3

50.9

51.5

平等に

なっている

44.8

31.9

68.5

56.0

27.5

22.9

16.0

5.0

35.7

21.7

25.3

14.0

42.7

23.8

24.0

9.0

やや女性が

優遇されている

6.4

3.1

3.5

2.5

5.6

2.3

1.6

0.4

3.5

1.9

3.5

1.5

5.1

2.1

4.8

1.9

女性が優遇

されている

2.7

1.3

1.1

0.6

1.3

0.8

0.0

0.2

1.1

0.2

3.2

0.2

3.5

0.4

3.5

0.4

わから

ない

6.7

7.9

8.8

15.4

10.7

11.9

8.8

12.9

13.3

18.5

5.6

15.0

8.0

20.2

6.4

16.0

無回答

1.3

2.1

3.2

2.3

4.3

3.1

2.9

2.9

3.2

3.1

3.5

3.5

3.5

2.7

2.1

2.7

男性(n=375)

女性(n=480)

男性(n=375)

女性(n=480)

男性(n=375)

女性(n=480)

男性(n=375)

女性(n=480)

男性(n=375)

女性(n=480)

男性(n=375)

女性(n=480)

男性(n=375)

女性(n=480)

男性(n=375)

女性(n=480)

単位:％


image19.emf
男性が優遇

されている

10.1

11.7

3.6

4.0

13.1

17.5

37.6

38.5

11.3

13.9

16.6

19.2

10.0

11.7

14.2

19.9

やや男性が

優遇されている

36.7

33.5

15.9

15.3

42.1

40.9

37.3

35.4

38.2

35.0

46.3

46.5

35.0

32.6

51.2

48.4

平等に

なっている

37.4

37.7

61.2

62.7

24.9

22.8

9.7

11.8

27.5

29.3

18.6

17.6

31.8

37.1

15.4

16.5

やや女性が

優遇されている

4.5

6.2

2.9

3.8

3.7

2.9

0.9

0.5

2.5

3.8

2.4

2.4

3.3

3.0

3.1

2.6

女性が優遇

されている

2.0

2.6

0.9

1.0

1.2

1.1

0.2

0.1

0.7

0.4

1.6

0.7

1.8

0.9

1.8

0.6

わから

ない

7.5

6.3

12.8

11.4

11.4

12.3

11.3

11.3

16.6

15.5

10.9

11.4

15.0

13.4

11.7

10.7

無回答

1.8

2.0

2.8

1.9

3.7

2.5

3.0

2.5

3.2

2.1

3.6

2.1

3.1

1.4

2.5

1.4

今回調査全体(n=869)

前回調査全体(n=806)

今回調査全体(n=869)

前回調査全体(n=806)

今回調査全体(n=869)

前回調査全体(n=806)

今回調査全体(n=869)

前回調査全体(n=806)

今回調査全体(n=869)

前回調査全体(n=806)

今回調査全体(n=869)

前回調査全体(n=806)

今回調査全体(n=869)

前回調査全体(n=806)

今回調査全体(n=869)

前回調査全体(n=806)

単位:％


image20.emf
男性が優遇

されている

10.1

11.7

3.6

4.0

13.1

17.5

37.6

38.5

11.3

13.9

16.6

19.2

10.0

11.7

14.2

19.9

やや男性が

優遇されている

36.7

33.5

15.9

15.3

42.1

40.9

37.3

35.4

38.2

35.0

46.3

46.5

35.0

32.6

51.2

48.4

平等に

なっている

37.4

37.7

61.2

62.7

24.9

22.8

9.7

11.8

27.5

29.3

18.6

17.6

31.8

37.1

15.4

16.5

やや女性が

優遇されている

4.5

6.2

2.9

3.8

3.7

2.9

0.9

0.5

2.5

3.8

2.4

2.4

3.3

3.0

3.1

2.6

女性が優遇

されている

2.0

2.6

0.9

1.0

1.2

1.1

0.2

0.1

0.7

0.4

1.6

0.7

1.8

0.9

1.8

0.6

わから

ない

7.5

6.3

12.8

11.4

11.4

12.3

11.3

11.3

16.6

15.5

10.9

11.4

15.0

13.4

11.7

10.7

無回答

1.8

2.0

2.8

1.9

3.7

2.5

3.0

2.5

3.2

2.1

3.6

2.1

3.1

1.4

2.5

1.4

今回調査全体(n=869)

前回調査全体(n=806)

今回調査全体(n=869)

前回調査全体(n=806)

今回調査全体(n=869)

前回調査全体(n=806)

今回調査全体(n=869)

前回調査全体(n=806)

今回調査全体(n=869)

前回調査全体(n=806)

今回調査全体(n=869)

前回調査全体(n=806)

今回調査全体(n=869)

前回調査全体(n=806)

今回調査全体(n=869)

前回調査全体(n=806)

単位:％


image21.emf
男性が優遇

されている

10.1

9.3

3.6

2.4

13.1

14.2

37.6

44.1

11.3

8.8

16.6

21.2

10.0

11.4

14.2

11.9

やや男性が

優遇されている

36.7

51.4

15.9

19.5

42.1

49.6

37.3

43.8

38.2

38.2

46.3

57.0

35.0

38.9

51.2

62.8

平等に

なっている

37.4

30.0

61.2

70.4

24.9

25.8

9.7

9.4

27.5

40.3

18.6

16.3

31.8

38.2

15.4

16.7

やや女性が

優遇されている

4.5

7.8

2.9

5.6

3.7

8.1

0.9

1.9

2.5

9.3

2.4

3.4

3.3

8.9

3.1

6.1

女性が優遇

されている

2.0

1.2

0.9

0.4

1.2

1.1

0.2

0.3

0.7

1.2

1.6

0.5

1.8

1.9

1.8

0.7

わから

ない

7.5

12.8

11.4

11.3

16.6

10.9

15.0

11.7

無回答

1.8

0.3

2.8

1.6

3.7

1.2

3.0

0.6

3.2

2.2

3.6

1.6

3.1

0.6

2.5

1.7

本市調査(n=  869)

全国調査(n=2,673)

本市調査(n=  869)

全国調査(n=2,673)

本市調査(n=  869)

全国調査(n=2,673)

本市調査(n=  869)

全国調査(n=2,673)

本市調査(n=  869)

全国調査(n=2,673)

本市調査(n=  869)

全国調査(n=2,673)

本市調査(n=  869)

全国調査(n=2,673)

本市調査(n=  869)

全国調査(n=2,673)

単位:％


image22.emf
男性が優遇

されている

10.1

9.3

3.6

2.4

13.1

14.2

37.6

44.1

11.3

8.8

16.6

21.2

10.0

11.4

14.2

11.9

やや男性が

優遇されている

36.7

51.4

15.9

19.5

42.1

49.6

37.3

43.8

38.2

38.2

46.3

57.0

35.0

38.9

51.2

62.8

平等に

なっている

37.4

30.0

61.2

70.4

24.9

25.8

9.7

9.4

27.5

40.3

18.6

16.3

31.8

38.2

15.4

16.7

やや女性が

優遇されている

4.5

7.8

2.9

5.6

3.7

8.1

0.9

1.9

2.5

9.3

2.4

3.4

3.3

8.9

3.1

6.1

女性が優遇

されている

2.0

1.2

0.9

0.4

1.2

1.1

0.2

0.3

0.7

1.2

1.6

0.5

1.8

1.9

1.8

0.7

わから

ない

7.5

12.8

11.4

11.3

16.6

10.9

15.0

11.7

無回答

1.8

0.3

2.8

1.6

3.7

1.2

3.0

0.6

3.2

2.2

3.6

1.6

3.1

0.6

2.5

1.7

本市調査(n=  869)

全国調査(n=2,673)

本市調査(n=  869)

全国調査(n=2,673)

本市調査(n=  869)

全国調査(n=2,673)

本市調査(n=  869)

全国調査(n=2,673)

本市調査(n=  869)

全国調査(n=2,673)

本市調査(n=  869)

全国調査(n=2,673)

本市調査(n=  869)

全国調査(n=2,673)

本市調査(n=  869)

全国調査(n=2,673)

単位:％


image23.emf
そう思う

4.8

4.5

4.6

そうは思わない

61.9

60.3

63.5

どちらともいえない

30.3

32.0

29.6

わからない

1.6

1.6

1.3

無回答

1.4

1.6

1.0

全体(n=869)

男性(n=375)

女性(n=480)

単位:％


image24.emf
賛成

4.5%

どちらかといえば

賛成

28.6%

どちらかといえば

反対

37.7%

反対 27.1%

無回答

2.1%

n=2,673


image25.emf
女性が中心

60.0

70.0

74.6

60.6

49.6

36.4

27.6

33.7

35.6

27.8

13.8

53.0

男性が中心

6.1

5.8

4.8

8.9

6.4

35.0

39.7

1.0

0.5

3.6

46.4

14.2

男女とも同程度

27.3

18.5

14.3

24.5

38.0

23.0

25.7

21.7

9.0

16.6

31.9

25.4

対象者がいない

36.9

48.2

45.9

無回答

6.7

5.8

6.3

6.0

6.0

5.6

7.0

6.6

6.8

6.1

7.9

7.4

ア）掃除

イ）洗濯

ウ）食事のしたく

エ）食事の後片付け

オ）食料品や日用品の買物

カ）ゴミ出し

キ）町内会や自治会のこと

ク）子どもの世話やしつけ

ケ）乳幼児の世話

コ）高齢者や病人の介護

サ）生活費の確保

シ）家計の管理

n=869

単位:％


image26.emf
女性が中心

49.1

68.1

62.9

75.4

69.3

78.8

47.5

71.0

36.8

59.4

28.3

42.7

21.9

32.1

22.9

42.1

28.8

40.8

16.8

36.9

9.6

16.7

47.2

57.5

男性が中心

9.3

3.5

8.8

3.3

6.4

3.5

13.6

5.2

11.2

2.5

39.2

32.1

46.9

34.2

1.3

0.8

0.8

0.2

4.8

2.7

50.7

43.3

18.9

10.6

男女とも同程度

36.8

20.2

24.5

14.0

19.5

10.2

34.9

16.3

48.0

30.6

28.8

18.1

26.4

25.0

26.9

17.7

10.7

7.5

19.5

14.0

33.6

30.6

28.5

22.9

対象者がいない

42.9

32.3

53.9

44.0

53.6

39.8

無回答

4.8

8.1

3.7

7.3

4.8

7.5

4.0

7.5

4.0

7.5

3.7

7.1

4.8

8.8

5.9

7.1

5.9

7.5

5.3

6.7

6.1

9.4

5.3

9.0

男性(n=375)

女性(n=480)

男性(n=375)

女性(n=480)

男性(n=375)

女性(n=480)

男性(n=375)

女性(n=480)

男性(n=375)

女性(n=480)

男性(n=375)

女性(n=480)

男性(n=375)

女性(n=480)

男性(n=375)

女性(n=480)

男性(n=375)

女性(n=480)

男性(n=375)

女性(n=480)

男性(n=375)

女性(n=480)

男性(n=375)

女性(n=480)

単位:％


image27.emf
女性が中心

49.1

68.1

62.9

75.4

69.3

78.8

47.5

71.0

36.8

59.4

28.3

42.7

21.9

32.1

22.9

42.1

28.8

40.8

16.8

36.9

9.6

16.7

47.2

57.5

男性が中心

9.3

3.5

8.8

3.3

6.4

3.5

13.6

5.2

11.2

2.5

39.2

32.1

46.9

34.2

1.3

0.8

0.8

0.2

4.8

2.7

50.7

43.3

18.9

10.6

男女とも同程度

36.8

20.2

24.5

14.0

19.5

10.2

34.9

16.3

48.0

30.6

28.8

18.1

26.4

25.0

26.9

17.7

10.7

7.5

19.5

14.0

33.6

30.6

28.5

22.9

対象者がいない

42.9

32.3

53.9

44.0

53.6

39.8

無回答

4.8

8.1

3.7

7.3

4.8

7.5

4.0

7.5

4.0

7.5

3.7

7.1

4.8

8.8

5.9

7.1

5.9

7.5

5.3

6.7

6.1

9.4

5.3

9.0

男性(n=375)

女性(n=480)

男性(n=375)

女性(n=480)

男性(n=375)

女性(n=480)

男性(n=375)

女性(n=480)

男性(n=375)

女性(n=480)

男性(n=375)

女性(n=480)

男性(n=375)

女性(n=480)

男性(n=375)

女性(n=480)

男性(n=375)

女性(n=480)

男性(n=375)

女性(n=480)

男性(n=375)

女性(n=480)

男性(n=375)

女性(n=480)

単位:％


image28.emf
母親

86.1

81.3

89.5

父親

4.7

7.0

2.8

祖母

0.9

1.2

0.8

祖父

0.2

0.6

0.0

その他

8.0

9.9

6.9

全体(n=425)

男性(n=171)

女性(n=247)

単位:％


image29.emf
当然だと

思う

3.8

3.6

3.5

4.0

現実には

やむをえないと思う

63.5

75.9

66.4

61.7

おかしいと思う

13.9

11.2

10.9

15.8

わからない

5.9

5.2

6.9

5.0

無回答

12.9

4.1

12.3

13.5

今回調査（R7）全体(n=869)

前回調査（R2）全体(n=806)

男性(n=375)

女性(n=480)

単位:％


image30.emf
ある

（自分が中心）

13.9

12.9

5.9

20.0

ある

（補助的）

18.4

15.5

17.9

18.5

ある

（介護施設利用）

12.3

11.0

12.3

12.7

介護したことは

ない

51.0

57.7

58.7

45.2

無回答

4.4

2.9

5.3

3.5

今回調査（R7）全体(n=869)

前回調査（R2）全体(n=806)

男性(n=375)

女性(n=480)

単位:％


image31.emf
当然だと

思う

1.0

0.7

1.6

0.6

現実には

やむをえないと思う

51.9

57.3

52.3

52.3

おかしいと思う

32.8

30.3

27.7

36.5

わからない

10.5

9.8

14.1

7.5

無回答

3.8

1.9

4.3

3.1

今回調査（R7）全体(n=869)

前回調査（R2）全体(n=806)

男性(n=375)

女性(n=480)

単位:％


image32.emf
積極的に

取得した方がよい

55.5

44.9

56.3

54.8

どちらかといえば

取得した方がよい

28.8

36.4

29.1

28.8

どちらかといえば

取得しない方がよい

2.2

5.7

2.4

1.9

取得しない

方がよい

0.9

1.5

1.3

0.6

わから

ない

6.8

9.1

6.1

7.3

無回答

5.9

2.5

4.8

6.7

今回調査（R7）全体(n=869)

前回調査（R2）全体(n=806)

男性(n=375)

女性(n=480)

単位:％


image33.emf
積極的に

取得した方がよい

57.4

48.4

55.7

58.8

どちらかといえば

取得した方がよい

28.8

35.5

32.0

26.3

どちらかといえば

取得しない方がよい

1.7

3.7

2.7

1.0

取得しない

方がよい

0.6

1.1

0.8

0.4

わから

ない

6.2

8.7

4.5

7.5

無回答

5.3

2.6

4.3

6.0

今回調査（R7）全体(n=869)

前回調査（R2）全体(n=806)

男性(n=375)

女性(n=480)

単位:％


image34.emf
28.7

24.6

21.6

18.0

15.6

9.0

7.8

4.2

12.6

8.4

24.5

23.0

19.1

17.2

17.2

8.3

5.4

9.8

14.2

8.8

0% 10% 20% 30% 40%

男性(n=167) 女性(n=204)

26.3

23.9

20.2

17.3

16.2

8.5

6.4

7.4

13.6

8.5

0% 10% 20% 30% 40%

全体(n=376)

制度を活用すると人事評価や

昇給などに悪い影響があるから

制度を活用すると仕事上、

周囲の人に迷惑がかかるから

職場に制度を活用しやすい

雰囲気がないから

男性が活用することについて

社会全体の認識が十分にならない

から

周囲に制度を活用した男性が

いないから

制度を活用すると

経済的に困るから

仕事が忙しいから

その他

わからない

無回答


image35.emf
働いている

58.2

61.9

55.0

かつて働いていたが、

今は働いていない

39.6

36.8

42.3

今まで働いたことは

ない

0.6

0.3

0.8

無回答

1.6

1.1

1.9

全体(n=869)

男性(n=375)

女性(n=480)

単位:％


image36.emf
42.2

39.7

34.1

30.6

21.6

26.7

26.7

8.2

38.3

29.9

22.3

25.0

23.5

11.4

34.5

7.2

0% 20% 40% 60%

男性(n=232) 女性(n=264)

40.3

34.0

27.5

27.3

22.5

18.2

31.2

7.5

34.7

36.5

23.7

21.5

21.1

15.1

32.5

8.6

0% 20% 40% 60%

今回調査（R7）(n=506) 前回調査（R2）(n=498)

育児休業制度がある

再雇用制度がある

資格取得支援がある

介護休業制度がある

パートから正職員への登用がある

管理職への積極的な登用がある

わからない

無回答


image37.emf
（上段：回答数、下段：割合（％））

全

体

管

理

職

へ

の

積

極

的

な

登

用

が

あ

る

資

格

取

得

支

援

が

あ

る

パ

ー

ト

か

ら

正

職

員

へ

の

登

用

が

あ

る

再

雇

用

制

度

が

あ

る

育

児

休

業

制

度

が

あ

る

介

護

休

業

制

度

が

あ

る

わ

か

ら

な

い

無

回

答

506 92 139 114 172 204 138 158 38

100.0 18.2 27.5 22.5 34.0 40.3 27.3 31.2 7.5

210 60 95 69 103 132 88 34 7

100.0 28.6 45.2 32.9 49.0 62.9 41.9 16.2 3.3

63 8 9 2 3 4 3 27 20

100.0 12.7 14.3 3.2 4.8 6.3 4.8 42.9 31.7

147 5 17 30 36 29 17 66 9

100.0 3.4 11.6 20.4 24.5 19.7 11.6 44.9 6.1

28 3 8 9 9 11 5 10 0

100.0 10.7 28.6 32.1 32.1 39.3 17.9 35.7 0.0

32 13 8 1 17 25 23 3 0

100.0 40.6 25.0 3.1 53.1 78.1 71.9 9.4 0.0

0 0 0 0 0 0 0 0 0

0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

11 1 1 1 1 1 1 10 0

100.0 9.1 9.1 9.1 9.1 9.1 9.1 90.9 0.0

1 0 0 0 0 0 0 0 1

100.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 100.0

13 2 1 2 2 2 1 8 1

100.0 15.4 7.7 15.4 15.4 15.4 7.7 61.5 7.7

1 0 0 0 1 0 0 0 0

100.0 0.0 0.0 0.0 100.0 0.0 0.0 0.0 0.0

全体

その他

無回答

職

業

別

会社員・団体職員

自営業・自由業・農

林漁業

パート・アルバイト

派遣社員・契約社員

公務員・教員

家事専業

学生

無職


image38.emf
職業に

つかない

0.1

0.7

0.0

0.2

結婚するまで

職業につく

0.5

0.9

0.5

0.2

子どもができる

まで職業につく

2.2

2.9

2.4

2.1

子どもができたらやめ、

子どもが成長したら再び

職業につく

24.3

31.1

29.1

21.3

職業を

持ち続ける

55.6

45.0

50.9

59.0

わから

ない

7.5

10.9

8.0

6.9

その他

7.4

7.2

7.5

7.3

無回答

2.5

1.2

1.6

3.1

今回調査（R7）全体(n=869)

前回調査（R2）全体(n=806)

男性(n=375)

女性(n=480)

単位:％


image39.emf
（上段：回答数、下段：割合（％））

全

体

女

性

は

職

業

に

つ

か

な

い

方

が

よ

い

結

婚

す

る

ま

で

職

業

に

つ

く

が

、

結

婚

し

た

ら

や

め

た

方

が

よ

い

子

ど

も

が

で

き

る

ま

で

職

業

に

つ

く

が

、

子

ど

も

が

で

き

た

ら

や

め

た

方

が

よ

い

子

ど

も

が

で

き

た

ら

や

め

る

が

、

子

ど

も

が

成

長

し

た

ら

再

び

職

業

に

つ

い

た

方

が

よ

い

結

婚

し

て

も

子

ど

も

が

で

き

て

も

、

職

業

を

持

ち

続

け

た

方

が

よ

い

わ

か

ら

な

い

そ

の

他

無

回

答

869 1 4 19 211 483 65 64 22

100.0 0.1 0.5 2.2 24.3 55.6 7.5 7.4 2.5

56 0 0 2 5 33 7 9 0

100.0 0.0 0.0 3.6 8.9 58.9 12.5 16.1 0.0

74 0 0 2 8 48 6 9 1

100.0 0.0 0.0 2.7 10.8 64.9 8.1 12.2 1.4

106 1 0 1 21 66 5 11 1

100.0 0.9 0.0 0.9 19.8 62.3 4.7 10.4 0.9

150 0 1 2 35 91 13 8 0

100.0 0.0 0.7 1.3 23.3 60.7 8.7 5.3 0.0

188 0 0 1 51 117 7 11 1

100.0 0.0 0.0 0.5 27.1 62.2 3.7 5.9 0.5

292 0 2 11 91 127 27 16 18

100.0 0.0 0.7 3.8 31.2 43.5 9.2 5.5 6.2

3 0 1 0 0 1 0 0 1

100.0 0.0 33.3 0.0 0.0 33.3 0.0 0.0 33.3

年

代

別

29歳以下

30～39歳

40～49歳

50～59歳

60～69歳

70歳以上

無回答

全体


image40.emf
45.3

40.5

34.4

32.3

30.7

16.0

20.8

14.9

8.3

9.9

3.2

1.9

2.1

47.1

49.4

30.4

29.8

28.3

27.7

16.5

9.6

10.8

9.2

2.1

1.5

3.8

0% 20% 40% 60%

男性(n=375) 女性(n=480)

46.1

45.3

32.0

30.6

29.6

22.8

18.1

11.9

9.7

9.7

2.8

1.7

3.1

0% 20% 40% 60% 80%

全体(n=869)

保育所・学童保育などの

育児環境の充実を図る

男性も家事や地域活動などを

分担する

出産・育児などに際して、

仕事を辞めずに働き続けることへの

社会的理解を深める

育児休業制度・介護休業制度の定着、

促進を図る

その他

無回答

男女とも家庭生活と両立できるよう

労働時間の短縮を促進する

ホームヘルパーや福祉施設などを

充実させ、家族の介護負担を

軽減する

再雇用の制度を促進する

セクシュアル・ハラスメント

（性的いやがらせ）のない

職場づくりを進める

事業所内の保育を促進する

職務内容や昇進、昇格などの

男女平等を進める

特になし


image41.emf
35.2

11.7

12.3

9.6

9.9

3.2

1.9

0.3

46.1

1.9

3.2

30.2

19.4

9.8

6.5

5.6

9.0

0.2

0.4

43.8

1.5

5.2

0% 20% 40% 60%

男性(n=375) 女性(n=480)

32.2

16.0

10.9

7.7

7.5

6.3

1.0

0.3

44.8

1.6

4.4

0% 20% 40% 60% 80%

全体(n=869)

自治会、町内会などの活動

趣味・学習のための活動

スポーツ活動

その他

無回答

団体の活動

（女性会、青年会、老人会など）

福祉活動やボランティア活動

PTAの役員や子ども会などの活動

消費生活や環境保護などの活動

地域での外国人との交流

特に何もしていない


image42.emf
50.7

30.7

17.3

16.8

17.9

12.8

5.9

3.2

5.9

51.3

24.6

22.9

18.5

13.1

12.5

6.3

2.5

7.7

0% 20% 40% 60%

男性(n=375) 女性(n=480)

51.0

27.2

20.5

17.7

15.3

12.5

6.1

3.0

6.9

0% 20% 40% 60% 80%

全体(n=869)

男性中心の社会通念や

慣習をなくす

女性の割合を決めるなど、

計画的に女性の参画を実行する

女性自身がもっと積極的に活動する

女性の意識を高めるための

啓発活動を行う

女性のリーダーを養成するための

講座などを開催する

女性を推薦、任命するよう

各界に働きかける

特に女性を増やす必要はない

その他

無回答


image43.emf
知っている

82.5

82.3

70.0

67.5

75.8

76.4

69.0

63.6

74.7

74.4

72.2

73.8

65.8

63.9

知らない

7.1

7.2

17.6

21.2

11.7

12.4

19.0

25.2

13.0

14.4

15.4

14.9

21.7

25.7

無回答

10.4

10.5

12.4

11.3

12.4

11.2

12.0

11.2

12.3

11.2

12.4

11.3

12.4

10.4

今回調査全体(n=869)

前回調査全体(n=806)

今回調査全体(n=869)

前回調査全体(n=806)

今回調査全体(n=869)

前回調査全体(n=806)

今回調査全体(n=869)

前回調査全体(n=806)

今回調査全体(n=869)

前回調査全体(n=806)

今回調査全体(n=869)

前回調査全体(n=806)

今回調査全体(n=869)

前回調査全体(n=806)

単位:％


image44.emf
知っている

82.5

82.3

70.0

67.5

75.8

76.4

69.0

63.6

74.7

74.4

72.2

73.8

65.8

63.9

知らない

7.1

7.2

17.6

21.2

11.7

12.4

19.0

25.2

13.0

14.4

15.4

14.9

21.7

25.7

無回答

10.4

10.5

12.4

11.3

12.4

11.2

12.0

11.2

12.3

11.2

12.4

11.3

12.4

10.4

今回調査全体(n=869)

前回調査全体(n=806)

今回調査全体(n=869)

前回調査全体(n=806)

今回調査全体(n=869)

前回調査全体(n=806)

今回調査全体(n=869)

前回調査全体(n=806)

今回調査全体(n=869)

前回調査全体(n=806)

今回調査全体(n=869)

前回調査全体(n=806)

今回調査全体(n=869)

前回調査全体(n=806)

単位:％


image45.emf
0.5

1.6

0.0

0.5

0.3

0.3

0.0

3.8

2.9

5.0

2.1

4.0

1.3

1.5

0% 5% 10%

男性(n=375) 女性(n=480)

2.3

2.3

2.8

1.4

2.3

0.8

0.8

0% 5% 10%

全体(n=869)

殴る、蹴るなどの暴力

何を言っても無視する

「誰のおかげで生活できるんだ」

などと大声でどなる

交友関係や電話、郵便物等を

細かく監視する

望まない性的な行為を

強要する

子どもを取り上げたり、

子どもへの暴力をほのめかす

仕事を無理やりやめさせる


image46.emf
そう思う

84.7

86.5

82.9

85.4

75.6

75.4

86.2

89.1

69.0

68.1

77.2

76.1

57.2

53.3

81.9

82.8

思わない

3.9

4.3

4.7

4.8

11.9

14.8

2.2

2.2

18.2

21.3

10.6

13.9

29.9

36.6

5.8

7.9

無回答

11.4

9.2

12.4

9.8

12.5

9.8

11.6

8.7

12.8

10.5

12.2

10.0

12.9

10.0

12.3

9.3

今回調査全体(n=869)

前回調査全体(n=806)

今回調査全体(n=869)

前回調査全体(n=806)

今回調査全体(n=869)

前回調査全体(n=806)

今回調査全体(n=869)

前回調査全体(n=806)

今回調査全体(n=869)

前回調査全体(n=806)

今回調査全体(n=869)

前回調査全体(n=806)

今回調査全体(n=869)

前回調査全体(n=806)

今回調査全体(n=870)

前回調査全体(n=807)

単位:％


image47.emf
そう思う

84.7

86.5

82.9

85.4

75.6

75.4

86.2

89.1

69.0

68.1

77.2

76.1

57.2

53.3

81.9

82.8

思わない

3.9

4.3

4.7

4.8

11.9

14.8

2.2

2.2

18.2

21.3

10.6

13.9

29.9

36.6

5.8

7.9

無回答

11.4

9.2

12.4

9.8

12.5

9.8

11.6

8.7

12.8

10.5

12.2

10.0

12.9

10.0

12.3

9.3

今回調査全体(n=869)

前回調査全体(n=806)

今回調査全体(n=869)

前回調査全体(n=806)

今回調査全体(n=869)

前回調査全体(n=806)

今回調査全体(n=869)

前回調査全体(n=806)

今回調査全体(n=869)

前回調査全体(n=806)

今回調査全体(n=869)

前回調査全体(n=806)

今回調査全体(n=869)

前回調査全体(n=806)

今回調査全体(n=870)

前回調査全体(n=807)

単位:％


image48.emf
そう思う

87.5

82.7

86.9

80.2

81.9

70.8

88.5

84.8

74.1

65.2

81.1

74.4

60.0

55.0

83.2

80.8

思わない

3.5

4.4

3.5

5.4

8.5

14.6

1.9

2.3

15.2

20.4

9.3

11.7

29.9

30.2

6.9

5.0

無回答

9.1

12.9

9.6

14.4

9.6

14.6

9.6

12.9

10.7

14.4

9.6

14.0

10.1

14.8

9.9

14.2

男性(n=375)

女性(n=480)

男性(n=375)

女性(n=480)

男性(n=375)

女性(n=480)

男性(n=375)

女性(n=480)

男性(n=375)

女性(n=480)

男性(n=375)

女性(n=480)

男性(n=375)

女性(n=480)

男性(n=375)

女性(n=480)

単位:％


image49.emf
そう思う

87.5

82.7

86.9

80.2

81.9

70.8

88.5

84.8

74.1

65.2

81.1

74.4

60.0

55.0

83.2

80.8

思わない

3.5

4.4

3.5

5.4

8.5

14.6

1.9

2.3

15.2

20.4

9.3

11.7

29.9

30.2

6.9

5.0

無回答

9.1

12.9

9.6

14.4

9.6

14.6

9.6

12.9

10.7

14.4

9.6

14.0

10.1

14.8

9.9

14.2

男性(n=375)

女性(n=480)

男性(n=375)

女性(n=480)

男性(n=375)

女性(n=480)

男性(n=375)

女性(n=480)

男性(n=375)

女性(n=480)

男性(n=375)

女性(n=480)

男性(n=375)

女性(n=480)

男性(n=375)

女性(n=480)

単位:％


image50.emf
0.3

0.8

1.1

0.0

0.3

0.0

1.9

1.6

6.0

10.2

8.8

2.5

4.6

1.7

7.3

9.4

0% 5% 10% 15% 20%

男性(n=375) 女性(n=480)

3.5

6.0

5.3

1.4

2.6

0.9

4.8

6.0

0% 5% 10%

全体(n=869)

いやがっているのに

性に関する話をする

異性の体に触れる

宴会でのお酌やデュエットを

強要する

上司が地位を利用して

性的誘いをする

結婚予定・出産予定を

たびたび聞く

ヌード写真や水着のポスター等を

見えるところに貼る

容姿について不快なことをいう

職場の女性を「女の子」

「おばさん」、男性を

「男の子」「おじさん」と呼ぶ


image51.emf
家族・親せき

31.6

26.4

35.6

友人・知人

18.8

14.4

22.5

警察

13.2

17.3

10.4

医師・

カウンセラー

1.7

1.9

1.5

弁護士

2.6

4.3

1.5

公的な相談機関（市役所の相談

窓口、女性相談窓口、配偶者暴

力相談支援センター等）

23.9

28.3

20.4

その他

2.0

2.4

1.3

無回答

6.1

5.1

6.9

全体(n=869)

男性(n=375)

女性(n=480)

単位:％


image52.emf
（上段：回答数、下段：割合（％））

全

体

家

族

・

親

せ

き

友

人

・

知

人

警

察

医

師

・

カ

ウ

ン

セ

ラ

ー

弁

護

士

公

的

な

相

談

機

関

（

市

役

所

の

相

談

窓

口

、

女

性

相

談

窓

口

、

配

偶

者

暴

力

相

談

支

援

セ

ン

タ

ー

等

）

そ

の

他

無

回

答

869 275 163 115 15 23 208 17 53

100.0 31.6 18.8 13.2 1.7 2.6 23.9 2.0 6.1

56 34 5 10 1 0 5 0 1

100.0 60.7 8.9 17.9 1.8 0.0 8.9 0.0 1.8

74 37 15 8 1 1 11 1 0

100.0 50.0 20.3 10.8 1.4 1.4 14.9 1.4 0.0

106 42 18 8 3 2 26 5 2

100.0 39.6 17.0 7.5 2.8 1.9 24.5 4.7 1.9

150 42 42 22 4 10 27 2 1

100.0 28.0 28.0 14.7 2.7 6.7 18.0 1.3 0.7

188 43 45 28 1 4 58 2 7

100.0 22.9 23.9 14.9 0.5 2.1 30.9 1.1 3.7

292 76 38 39 5 6 81 6 41

100.0 26.0 13.0 13.4 1.7 2.1 27.7 2.1 14.0

3 1 0 0 0 0 0 1 1

100.0 33.3 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 33.3 33.3

年

代

別

29歳以下

30～39歳

40～49歳

50～59歳

60～69歳

70歳以上

無回答

全体


image53.emf
3.7

3.2

1.0

1.0

0.8

0.7

1.2

5.2

4.6

1.0

0.8

0.8

0.8

0.8

0% 5% 10%

男性(n=375) 女性(n=480)

3.7

3.2

1.0

1.0

0.8

0.7

1.2

0% 5% 10%

全体(n=869)

家族・親せき

友人・知人

警察

弁護士

公的な相談機関

医師・カウンセラー

その他


image54.emf
62.1

51.7

44.3

38.4

36.5

34.7

27.5

22.9

28.3

14.9

16.5

1.1

8.0

68.5

63.8

48.5

43.5

41.7

36.5

25.6

25.4

21.7

22.5

18.1

1.7

7.9

0% 20% 40% 60% 80%

男性(n=375) 女性(n=480)

65.4

58.6

46.8

41.1

39.2

35.6

26.2

24.2

24.2

19.1

17.3

1.5

8.1

0% 20% 40% 60% 80%

全体(n=869)

暴力（DV）

経済的・精神的問題

養育困難

病気・妊娠など

その他

無回答

離婚問題

家庭不和

売春の問題

アルコール・薬物依存症

男女関係

住居問題

人身取引被害


image55.emf
（上段：回答数、下段：割合（％））

全

体

暴

力

（

D

V

）

ア

ル

コ

ー

ル

・

薬

物

依

存

症

離

婚

問

題

養

育

困

難

家

庭

不

和

男

女

関

係

住

居

問

題

経

済

的

・

精

神

的

問

題

病

気

・

妊

娠

な

ど

売

春

の

問

題

人

身

取

引

被

害

そ

の

他

無

回

答

869 568 210 341 407 309 210 166 509 357 228 150 13 69

100.0 65.4 24.2 39.2 46.8 35.6 24.2 19.1 58.6 41.1 26.2 17.3 1.5 7.9

56 23 4 15 26 10 20 7 30 34 14 7 2 4

100.0 41.1 7.1 26.8 46.4 17.9 35.7 12.5 53.6 60.7 25.0 12.5 3.6 100.0

74 47 11 32 46 23 29 16 43 40 29 15 2 1

100.0 63.5 14.9 43.2 62.2 31.1 39.2 21.6 58.1 54.1 39.2 20.3 2.7 1.4

106 71 23 41 57 29 19 19 67 54 33 16 2 2

100.0 67.0 21.7 38.7 53.8 27.4 17.9 17.9 63.2 50.9 31.1 15.1 1.9 1.9

150 97 28 62 84 49 40 35 105 75 44 26 3 2

100.0 64.7 18.7 41.3 56.0 32.7 26.7 23.3 70.0 50.0 29.3 17.3 2.0 1.3

188 148 59 91 99 83 47 48 117 86 57 42 1 6

100.0 78.7 31.4 48.4 52.7 44.1 25.0 25.5 62.2 45.7 30.3 22.3 0.5 3.2

292 181 85 100 94 114 55 41 146 68 51 44 3 53

100.0 62.0 29.1 34.2 32.2 39.0 18.8 14.0 50.0 23.3 17.5 15.1 1.0 18.2

3 1 0 0 1 1 0 0 1 0 0 0 0 2

100.0 33.3 0.0 0.0 33.3 33.3 0.0 0.0 33.3 0.0 0.0 0.0 0.0 66.7

年

代

別

29歳以下

30～39歳

40～49歳

50～59歳

60～69歳

70歳以上

無回答

全体


image56.emf
43.7

33.1

25.1

23.2

21.1

26.9

19.5

17.6

18.9

14.7

1.6

6.7

42.9

35.6

33.8

29.4

22.9

17.7

19.2

16.5

14.6

11.3

0.8

8.1

0% 20% 40% 60%

男性(n=375) 女性(n=480)

43.3

34.4

30.1

26.7

21.9

21.7

19.3

16.9

16.2

12.8

1.3

7.6

0% 20% 40% 60% 80%

全体(n=869)

相談支援の充実

自立支援の充実

居場所の提供

日常生活回復支援の充実

その他

無回答

一時保護の充実

女性の人権を尊重する

市民意識の醸成

アウトリーチ

（積極的な行政からの働きかけ）

などによる早期の把握

同伴児童などへの支援の充実

関係機関との連携体制の充実

被害回復支援の充実


image57.emf
（上段：回答数、下段：割合（％））

全

体

女

性

の

人

権

を

尊

重

す

る

市

民

意

識

の

醸

成

ア

ウ

ト

リ

ー

チ

（

積

極

的

な

行

政

か

ら

の

働

き

か

け

）

な

ど

に

よ

る

早

期

の

把

握

居

場

所

の

提

供

相

談

支

援

の

充

実

一

時

保

護

の

充

実

被

害

回

復

支

援

の

充

実

日

常

生

活

回

復

支

援

の

充

実

同

伴

児

童

な

ど

へ

の

支

援

の

充

実

自

立

支

援

の

充

実

関

係

機

関

と

の

連

携

体

制

の

充

実

そ

の

他

無

回

答

869 189 168 262 376 190 111 232 147 299 141 11 65

100.0 21.7 19.3 30.1 43.3 21.9 12.8 26.7 16.9 34.4 16.2 1.3 7.5

56 20 14 10 17 4 9 9 8 12 10 2 3

100.0 35.7 25.0 17.9 30.4 7.1 16.1 16.1 14.3 21.4 17.9 3.6 5.4

74 18 13 28 29 24 13 22 14 25 9 1 0

100.0 24.3 17.6 37.8 39.2 32.4 17.6 29.7 18.9 33.8 12.2 1.4 0.0

106 17 23 40 48 27 10 33 18 46 16 1 5

100.0 16.0 21.7 37.7 45.3 25.5 9.4 31.1 17.0 43.4 15.1 0.9 4.7

150 23 25 52 72 33 20 44 38 44 29 2 1

100.0 15.3 16.7 34.7 48.0 22.0 13.3 29.3 25.3 29.3 19.3 1.3 0.7

188 32 40 65 89 52 23 56 32 74 28 2 8

100.0 17.0 21.3 34.6 47.3 27.7 12.2 29.8 17.0 39.4 14.9 1.1 4.3

292 79 52 67 120 50 36 68 36 98 49 3 46

100.0 27.1 17.8 22.9 41.1 17.1 12.3 23.3 12.3 33.6 16.8 1.0 15.8

3 0 1 0 1 0 0 0 1 0 0 0 2

100.0 0.0 33.3 0.0 33.3 0.0 0.0 0.0 33.3 0.0 0.0 0.0 66.7

全体

年

代

別

29歳以下

30～39歳

40～49歳

50～59歳

60～69歳

70歳以上

無回答


image58.emf
86.1

65.9

46.1

34.9

14.7

14.7

1.1

3.5

84.4

71.7

38.5

39.8

15.8

15.2

1.0

5.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

男性(n=375) 女性(n=480)

85.2

69.2

41.9

37.5

15.4

14.7

1.2

4.4

83.4

71.8

45.9

32.5

16.9

15.5

1.5

3.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

今回調査（R7）(n=869) 前回調査（R2）(n=806)

避難所の設備（トイレ、更衣室、洗濯

物干し場、防犯対策等）面での

配慮

避難所における乳幼児、高齢者、障

がい者、病人、女性（女性用品等）

に対する備えやニーズの把握、支給

避難所における救援医療体制（診察、

治療体制、妊産婦をサポートする保健

師・助産師の配慮）

避難所運営の責任者に女性が配置され、

被災者対応に女性の視点が入ること

避難所における被災者に対する

相談体制

防災計画・復興計画策定過程、

防災会議に女性が参画すること

その他

無回答


image59.emf
住みやすい

25.7

27.7

24.6

どちらかといえば

住みやすい

49.1

47.7

49.8

どちらかといえば

住みにくい

7.8

9.3

6.9

住みにくい

4.0

4.3

3.5

どちらとも

いえない

11.3

9.1

13.1

無回答

2.1

1.9

2.1

全体(n=869)

男性(n=375)

女性(n=480)

単位:％


image60.emf
（上段：回答数、下段：割合（％））

全

体

住

み

や

す

い

ど

ち

ら

か

と

い

え

ば

住

み

や

す

い

ど

ち

ら

か

と

い

え

ば

住

み

に

く

い

住

み

に

く

い

ど

ち

ら

と

も

い

え

な

い

無

回

答

869 223 427 68 35 98 18

100.0 25.7 49.1 7.8 4.0 11.3 2.1

56 20 17 9 3 7 0

100.0 35.7 30.4 16.1 5.4 12.5 0.0

74 18 38 8 5 5 0

100.0 24.3 51.4 10.8 6.8 6.8 0.0

106 30 53 8 6 9 0

100.0 28.3 50.0 7.5 5.7 8.5 0.0

150 40 79 10 6 15 0

100.0 26.7 52.7 6.7 4.0 10.0 0.0

188 31 108 16 6 23 4

100.0 16.5 57.4 8.5 3.2 12.2 2.1

292 84 131 17 8 39 13

100.0 28.8 44.9 5.8 2.7 13.4 4.5

3 0 1 0 1 0 1

100.0 0.0 33.3 0.0 33.3 0.0 33.3

全体

年

代

別

29歳以下

30～39歳

40～49歳

50～59歳

60～69歳

70歳以上

無回答


image61.emf
住み続け

たい

35.8

37.6

35.2

どちらかといえば

住み続けたい

37.4

36.3

38.1

どちらかといえば

住み続けたくない

7.4

8.8

6.5

住み続け

たくない

3.7

3.2

3.5

いったんは市外に出て住ん

でも、戻って住み続けたい

1.3

1.6

1.0

わから

ない

12.2

10.4

13.3

無回答

2.3

2.1

2.3

全体(n=869)

男性(n=375)

女性(n=480)

単位:％


image62.emf
（上段：回答数、下段：割合（％））

全

体

住

み

続

け

た

い

ど

ち

ら

か

と

い

え

ば

住

み

続

け

た

い

ど

ち

ら

か

と

い

え

ば

住

み

続

け

た

く

な

い

住

み

続

け

た

く

な

い

い

っ

た

ん

は

市

外

に

出

て

住

ん

で

も

、

戻

っ

て

住

み

続

け

た

い

わ

か

ら

な

い

無

回

答

869 311 325 64 32 11 106 20

100.0 35.8 37.4 7.4 3.7 1.3 12.2 2.3

56 11 15 14 3 7 6 0

100.0 19.6 26.8 25.0 5.4 12.5 10.7 0.0

74 20 34 7 5 1 7 0

100.0 27.0 45.9 9.5 6.8 1.4 9.5 0.0

106 35 41 5 9 0 16 0

100.0 33.0 38.7 4.7 8.5 0.0 15.1 0.0

150 43 65 9 8 1 24 0

100.0 28.7 43.3 6.0 5.3 0.7 16.0 0.0

188 57 85 11 3 2 25 5

100.0 30.3 45.2 5.9 1.6 1.1 13.3 2.7

292 145 84 18 3 0 28 14

100.0 49.7 28.8 6.2 1.0 0.0 9.6 4.8

3 0 1 0 1 0 0 1

100.0 0.0 33.3 0.0 33.3 0.0 0.0 33.3

全体

年

代

別

29歳以下

30～39歳

40～49歳

50～59歳

60～69歳

70歳以上

無回答


image63.emf
58.1

51.2

42.4

25.3

22.9

21.3

10.1

5.9

4.0

2.4

66.0

51.9

44.8

22.3

21.5

15.0

15.8

4.4

5.2

2.9

0% 20% 40% 60% 80%

男性(n=375) 女性(n=480)

62.5

51.4

43.2

24.1

22.1

17.5

13.5

5.1

5.1

2.8

58.9

56.2

43.7

25.9

21.3

11.3

10.5

4.7

4.2

4.8

0% 20% 40% 60% 80%

今回調査（R7）(n=869) 前回調査（R2）(n=806)

女性の意見が市政に積極的に

反映されるまち

高齢者にやさしいまち

子育てがしやすいまち

防災意識や、設備に優れるまち

仕事に就きやすいまち

ワーク・ライフ・バランスを

重んじるまち

地域活動がさかんなまち

ドメスティック・バイオレンスや、

ハラスメントの被害者によりそう

まち

その他

無回答


image64.emf
（上段：回答数、下段：割合（％））

全

体

子

育

て

が

し

や

す

い

ま

ち

高

齢

者

に

や

さ

し

い

ま

ち

仕

事

に

就

き

や

す

い

ま

ち

ワ

ー

ク

・

ラ

イ

フ

・

バ

ラ

ン

ス

を

重

ん

じ

る

ま

ち

地

域

活

動

が

さ

か

ん

な

ま

ち

ド

メ

ス

テ

ィ

ッ

ク

・

バ

イ

オ

レ

ン

ス

や

、

ハ

ラ

ス

メ

ン

ト

の

被

害

者

に

よ

り

そ

う

ま

ち

防

災

意

識

や

、

設

備

に

優

れ

る

ま

ち

女

性

の

意

見

が

市

政

に

積

極

的

に

反

映

さ

れ

る

ま

ち

そ

の

他

無

回

答

869 447 543 209 192 152 44 375 117 44 24

100.0 51.4 62.5 24.1 22.1 17.5 5.1 43.2 13.5 5.1 2.8

56 33 6 16 22 11 3 18 3 5 0

100.0 58.9 10.7 28.6 39.3 19.6 5.4 32.1 5.4 8.9 0.0

74 57 30 17 25 10 6 33 13 5 0

100.0 77.0 40.5 23.0 33.8 13.5 8.1 44.6 17.6 6.8 0.0

106 63 53 27 35 17 6 40 12 10 0

100.0 59.4 50.0 25.5 33.0 16.0 5.7 37.7 11.3 9.4 0.0

150 81 87 34 36 25 12 73 13 9 0

100.0 54.0 58.0 22.7 24.0 16.7 8.0 48.7 8.7 6.0 0.0

188 111 152 52 36 30 6 82 21 7 4

100.0 59.0 80.9 27.7 19.1 16.0 3.2 43.6 11.2 3.7 2.1

292 101 214 61 38 59 11 129 55 7 19

100.0 34.6 73.3 20.9 13.0 20.2 3.8 44.2 18.8 2.4 6.5

3 1 1 2 0 0 0 0 0 1 1

100.0 33.3 33.3 66.7 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 33.3 33.3

年

代

別

29歳以下

30～39歳

40～49歳

50～59歳

60～69歳

70歳以上

無回答

全体


image65.emf
十分反映

されている

1.5

1.7

2.4

0.6

ある程度反映

されている

24.4

20.8

27.7

22.5

あまり反映

されていない

18.2

19.7

19.2

17.3

ほとんど反映

されていない

4.3

5.7

2.1

5.8

わからない

47.2

47.0

45.6

48.1

無回答

4.5

5.0

2.9

5.6

今回調査（R7）全体(n=869)

前回調査（R2）全体(n=806)

男性(n=375)

女性(n=480)

単位:％


image66.emf
全

体

十

分

反

映

さ

れ

て

い

る

あ

る

程

度

反

映

さ

れ

て

い

る

あ

ま

り

反

映

さ

れ

て

い

な

い

ほ

と

ん

ど

反

映

さ

れ

て

い

な

い

わ

か

ら

な

い

無

回

答

869 13 212 158 37 410 39

100.0 1.5 24.4 18.2 4.3 47.2 4.5

56 4 5 8 2 37 0

100.0 7.1 8.9 14.3 3.6 66.1 0.0

74 1 13 17 5 38 0

100.0 1.4 17.6 23.0 6.8 51.4 0.0

106 2 21 14 2 67 0

100.0 1.9 19.8 13.2 1.9 63.2 0.0

150 1 37 26 12 71 3

100.0 0.7 24.7 17.3 8.0 47.3 2.0

188 1 53 47 7 75 5

100.0 0.5 28.2 25.0 3.7 39.9 2.7

292 3 83 45 9 122 30

100.0 1.0 28.4 15.4 3.1 41.8 10.3

3 1 0 1 0 0 1

100.0 33.3 0.0 33.3 0.0 0.0 33.3

（上段：回答数、下段：割合（％））

全体

年

代

別

29歳以下

30～39歳

40～49歳

50～59歳

60～69歳

70歳以上

無回答


image67.emf
全

体

十

分

反

映

さ

れ

て

い

る

あ

る

程

度

反

映

さ

れ

て

い

る

あ

ま

り

反

映

さ

れ

て

い

な

い

ほ

と

ん

ど

反

映

さ

れ

て

い

な

い

わ

か

ら

な

い

無

回

答

869 13 212 158 37 410 39

100.0 1.5 24.4 18.2 4.3 47.2 4.5

56 4 5 8 2 37 0

100.0 7.1 8.9 14.3 3.6 66.1 0.0

74 1 13 17 5 38 0

100.0 1.4 17.6 23.0 6.8 51.4 0.0

106 2 21 14 2 67 0

100.0 1.9 19.8 13.2 1.9 63.2 0.0

150 1 37 26 12 71 3

100.0 0.7 24.7 17.3 8.0 47.3 2.0

188 1 53 47 7 75 5

100.0 0.5 28.2 25.0 3.7 39.9 2.7

292 3 83 45 9 122 30

100.0 1.0 28.4 15.4 3.1 41.8 10.3

3 1 0 1 0 0 1

100.0 33.3 0.0 33.3 0.0 0.0 33.3

（上段：回答数、下段：割合（％））

全体

年

代

別

29歳以下

30～39歳

40～49歳

50～59歳

60～69歳

70歳以上

無回答


image68.emf
「広報かぞ」

への記事掲載

53.6

54.4

53.8

「市ホームページ」

への記事記載

7.9

10.1

6.5

市SNSによる

発信

25.8

25.6

25.8

講演会の

開催

3.9

2.9

4.4

その他

2.4

2.4

2.1

無回答

6.3

4.5

7.5

全体(n=869)

男性(n=375)

女性(n=480)

単位:％


image69.emf
（上段：回答数、下段：割合（％））

全

体

「

広

報

か

ぞ

」

へ

の

記

事

掲

載

「

市

ホ

ー

ム

ペ

ー

ジ

」

へ

の

記

事

記

載

市

S

N

S

（

F

a

c

e

b

o

o

k

・

X

（

旧

T

w

i

t

t

e

r

）

・

I

n

s

t

a

g

r

a

m

・

Y

o

u

T

u

b

e

・

L

I

N

E

）

に

よ

る

発

信

講

演

会

の

開

催

そ

の

他

無

回

答

869 466 69 224 34 21 55

100.0 53.6 7.9 25.8 3.9 2.4 6.3

56 9 5 35 4 2 1

100.0 16.1 8.9 62.5 7.1 3.6 1.8

74 28 6 39 0 1 0

100.0 37.8 8.1 52.7 0.0 1.4 0.0

106 42 11 46 1 3 3

100.0 39.6 10.4 43.4 0.9 2.8 2.8

150 73 12 50 6 6 3

100.0 48.7 8.0 33.3 4.0 4.0 2.0

188 115 20 30 14 3 6

100.0 61.2 10.6 16.0 7.4 1.6 3.2

292 199 15 24 8 5 41

100.0 68.2 5.1 8.2 2.7 1.7 14.0

3 0 0 0 1 1 1

100.0 0.0 0.0 0.0 33.3 33.3 33.3

全体

年

代

別

29歳以下

30～39歳

40～49歳

50～59歳

60～69歳

70歳以上

無回答


image70.emf
40.5

41.3

25.9

25.6

25.9

19.5

16.0

16.5

9.1

5.6

3.2

4.3

52.1

49.8

23.3

20.4

19.6

15.6

16.9

9.0

11.3

5.0

1.3

6.5

0% 20% 40% 60%

男性(n=375) 女性(n=480)

47.1

46.1

24.4

22.4

22.3

17.3

16.2

12.2

10.2

5.4

2.1

5.6

0% 20% 40% 60% 80%

全体(n=869)

高齢者等の介護・福祉サービスを

充実する

女性が働きやすい労働環境の整備を

働きかける

男女平等についての情報提供や

啓発活動を積極的に行う

女性を政策立案・方針決定の場へ

積極的に登用する

その他

無回答

男女共同参画セミナーなどで

男女平等について学ぶ機会を

更に充実する

地域活動やボランティア活動への

支援を行う

男性が地域活動などへ

参加しやすい、環境づくりを

進める

地域活動などでの女性リーダーを

養成する

母性保護などの健康対策を充実する

特になし


image71.emf
（上段：回答数、下段：割合（％））

全

体

男

女

共

同

参

画

セ

ミ

ナ

ー

な

ど

で

男

女

平

等

に

つ

い

て

学

ぶ

機

会

を

更

に

充

実

す

る

女

性

が

働

き

や

す

い

労

働

環

境

の

整

備

を

働

き

か

け

る

男

性

が

地

域

活

動

な

ど

へ

参

加

し

や

す

い

、

環

境

づ

く

り

を

進

め

る

地

域

活

動

な

ど

で

の

女

性

リ

ー

ダ

ー

を

養

成

す

る

女

性

を

政

策

立

案

・

方

針

決

定

の

場

へ

積

極

的

に

登

用

す

る

地

域

活

動

や

ボ

ラ

ン

テ

ィ

ア

活

動

へ

の

支

援

を

行

う

男

女

平

等

に

つ

い

て

の

情

報

提

供

や

啓

発

活

動

を

積

極

的

に

行

う

母

性

保

護

な

ど

の

健

康

対

策

を

充

実

す

る

高

齢

者

等

の

介

護

・

福

祉

サ

ー

ビ

ス

を

充

実

す

る

特

に

な

し

そ

の

他

無

回

答

869 194 401 141 106 195 150 212 89 409 47 18 48

100.0 22.3 46.1 16.2 12.2 22.4 17.3 24.4 10.2 47.1 5.4 2.1 5.5

56 12 24 15 4 11 4 9 14 12 6 2 0

100.0 21.4 42.9 26.8 7.1 19.6 7.1 16.1 25.0 21.4 10.7 3.6 0.0

74 13 49 13 9 14 7 18 17 26 4 4 0

100.0 17.6 66.2 17.6 12.2 18.9 9.5 24.3 23.0 35.1 5.4 5.4 0.0

106 15 67 23 10 28 13 25 17 40 5 5 2

100.0 14.2 63.2 21.7 9.4 26.4 12.3 23.6 16.0 37.7 4.7 4.7 1.9

150 23 76 22 21 32 24 43 19 70 8 1 4

100.0 15.3 50.7 14.7 14.0 21.3 16.0 28.7 12.7 46.7 5.3 0.7 2.7

188 53 92 29 21 44 33 57 11 104 5 2 7

100.0 28.2 48.9 15.4 11.2 23.4 17.6 30.3 5.9 55.3 2.7 1.1 3.7

292 78 92 39 41 66 68 60 11 156 18 4 34

100.0 26.7 31.5 13.4 14.0 22.6 23.3 20.5 3.8 53.4 6.2 1.4 11.6

3 0 1 0 0 0 1 0 0 1 1 0 1

100.0 0.0 33.3 0.0 0.0 0.0 33.3 0.0 0.0 33.3 33.3 0.0 33.3

年

代

別

29歳以下

30～39歳

40～49歳

50～59歳

60～69歳

70歳以上

無回答

全体


